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はじめに

　本冊子は、過年度未来科学部学生要覧「学修案内」の項等を抜粋し、重要な変更点には赤網掛けを

して表示しています。この過年度学生要覧は工学部・未来科学部事務部ホームページでも確認できま

す。

●工学部・未来科学部事務部ホームページ　http://www.soe.dendai.ac.jp/kyomu/ ●

　なお、従来、留年した学生のカリキュラムは、正規に進級してきた学年と同じカリキュラムを適

用していましたが、2012 年度より、入学時に適用されたカリキュラム（2011 年度以前在籍者は

2011 年度に適用のカリキュラム）を卒業まで適用するよう変更しています。そのため、自身に適用

されたカリキュラム年度の学生要覧を参照してください（2012 年度カリキュラムとそれ以前のカリ

キュラムでは、卒業条件、進級条件、配当科目等が大きく異なります）。
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第 1章
在学生の皆さんへ
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1　知っておいて欲しいこと

1-1　皆さんへの情報伝達・連絡の方法

　みなさんへの告示、通知、呼出しなどは、学生ポータルサイトDENDAI-UNIPA（以下、

UNIPA（ユニパ））	で「掲示」します。本文中に記載されている「掲示」とは、主にUNIPA

に届く通知・連絡を指します。

　大学は、高校などとは異なりホームルームがありません。学生生活に必要な情報の取得、履

修登録、スケジュール管理等は全て自身で行う必要があります。

　講義の休講・補講、教室の臨時変更などの連絡をはじめ、履修登録（受講する科目の選択）

や成績の発表など、あらゆる連絡・手続きの手段としてUNIPAを利用します。

　自分で責任を持って、必ず毎日複数回UNIPAを確認し、見落としや手続きモレが生じない

よう注意して、充実した学生生活を送ってください。

　UNIPAに関しては、第２章で詳しくご案内していますので確認してください。

UNIPA画面
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1-2　出席について

　講義の出席確認は、教室の壁面に備え付けられているカードリーダーに、学生証をタッチし

て行います。カードリーダーの備え付けられていない部屋、科目担当教員の出席確認方法によっ

ては、この限りではありませんので、教員の指示に従ってください。

講義等に出席する際にタッチするカードリーダー（出欠管理）

出欠管理のためのカードリーダーは、教室内または外の壁面にあります。

タッチの際は優しくタッチするようにしてください。

　（タッチの際の注意点）
　・タッチする時間について
　　	　時限の開始 10分前から時限終了前までにタッチした場合、その時限に出席したという

データとして認識されます。

　　＜イメージ：通常の授業期間の例＞

　・正常に読み取れた場合のカードリーダー音について
　　　音が短く聞こえる場合と長く聞こえる場合があるようです。

　　	　この現象はコントローラの負荷状況またはブザーの機械的な条件によるものですが、読

み取りには問題ありません。

　・正常な読み取り時とエラー時の違いについて
　　　正常に読み取れた場合（OK音）→ピッ

　　　エラー時（NG音）→ピーピーピー

　　	　端末のランプの点滅でも確認できますので、学生証タッチ時には音だけでなく、ランプ

でも確認するようにしてください。トラブルを避けるためにも確認してください。

教室壁面のタッチ面
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1-3　交通機関のストライキ及び自然災害発生時等の授業措置について

　（1）交通機関がストライキ等により運休の場合
　　	　首都圏ＪＲ各線がストライキ等により運休と報道された場合の授業の取扱いは、次のと

おりです。

（工学部、未来科学部の科目の場合）
　　①午前 6時において運休が解除されている場合は、平常通りの授業を行います。
　　②午前 6時において運休の場合は、午前中の授業は休講となります。
　　③午前 9時において運休の場合は、終日休講となります。

（工学部第二部の科目の場合）
（月～金曜日）
　　①午後 3時において運休が解除されている場合は、平常通りの授業を行います。
　　②午後 3時において運休の場合は、終日休講となります。
（土曜日）
　　①午前 6時において運休が解除されている場合は、平常通りの授業を行います。
　　②午前 6時において運休の場合は、午前中の授業は休講となります。
　　③午前 9時において運休の場合は、終日休講となります。

その他の私鉄のみがストライキ等により運休のときは、平常通り授業を行います。

　（2）台風等による暴風警報が発令された場合
　　　東京 23区に暴風警報が発令されている場合の授業の取扱いは、次のとおりです。

（工学部、未来科学部の科目の場合）
　　①午前 6時において暴風警報が解除された場合は、平常通りの授業を行います。
　　②午前 9時において暴風警報が解除された場合は、午前中の授業は休講とし、
　　　午後は平常通りの授業を行います。　　
　　③午前 9時において暴風警報が解除されない場合は、終日休講となります。

（工学部第二部の科目の場合）
（月～金曜日）
　　①午後 3時において暴風警報が解除された場合は、平常通りの授業を行います。
　　②午後 3時において暴風警報が解除されない場合は、終日休講となります。　　
（土曜日）
　　①午前 6時において暴風警報が解除された場合は、平常通りの授業を行います。
　　②午前 9時において暴風警報が解除された場合は、午前中の授業は休講とし、
　　　午後は平常通りの授業を行います。
　　③午前 9時において暴風警報が解除されない場合は、終日休講となります。

　	　なお、暴風警報が発令されていない場合でも、気象状況は時間の経過とともに変化するこ

とがありますので、状況に応じて休講の措置をとる場合があります。大学発表の情報を必ず

確認してください。
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　	　また、授業開始以後に暴風警報が発令された場合は、学内放送、大学ホームページ及び

UNIPAで授業措置の情報を発信します。

　（3）�その他、緊急事態の状況によっては、前述にかかわらず別途の措置を講ずる場合があ
ります。

　（4）�上記の措置を行う場合、直ちに大学ホームページ及びUNIPAへ掲載するので、各自確
認してください。
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第 2章
履修案内

赤網掛け部分が変更点です。
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１　授業科目について

　未来科学部で本年度に開講される授業科目は、授業科目配当表のとおりです。授業科目配当

表には　①教育課程（授業科目）、②単位数、③科目区分（必修、選択、自由科目）、④配当学
年、⑤配当期（前期、後期、通年等）、⑥毎週授業時限数（コマ数）などが記載されています。
　なお、授業科目配当表は、入学時から卒業までに配当されている全授業科目が記載されてい

ます。4年間で卒業することが原則ですが、進級判定や卒業判定により、留年や卒業が延期と

なった場合でも、入学時に配当された科目によって進級・卒業条件を満たさなければなりませ

ん。

1-1　教育課程（カリキュラム）
　本学部では教育課程（カリキュラム）を、次のように構成しています。

　

※ 1　数学・物理・化学関連科目は基礎共通科目、及び専門科目に含まれます。

※ 2「教職に関する科目」の詳細は、教職課程要覧を参照してください。

＊	外国人留学生については、本学規程に基づく履修科目の特例として、特別の科目を履修する

ことができます。詳細は「留学生学習案内」を参照してください。

1-2　カリキュラム年度

　入学時に配当されるカリキュラムの年度のことです（カリキュラム年度はUNIPAの【個人

別情報】画面で確認できます）。

2012 年度入学者の教育課程（カリキュラム）

2011年度以前入学者の教育課程（カリキュラム）
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　カリキュラム年度は、卒業するまで同じカリキュラム年度です。

　カリキュラムとは、授業科目配当表や進級条件・卒業条件など、卒業までの条件の組合せの

ことです。同一学科・学年であっても、カリキュラム年度によって配当されている科目や単位

数、必修・選択区分などが異なる場合があります。

　2012年度に入学した学生のカリキュラム　　：2012年度カリキュラム

　2011年度以前に入学した学生のカリキュラム：2011年度に適用のカリキュラム

1-3　キャリア科目

　未来科学部では、学生が卒業後に社会的・職業的自立につながる就業力を育成するためのキャ

リア科目を各学年に展開しています。

1年次　フレッシュマンセミナー（前期）　東京電機大学で学ぶ（前期）

2年次　未来科学キャリアワークショップ（前期／後期）

3年次　未来科学プロジェクトＡ（前期／後期）

4年次　未来科学プロジェクトＢ（前期／後期）

※ 2年次の未来科学キャリアワークショップは必修科目です。

※ 	1 年次科目は人間科学科目に、2～ 4年次科目は専門教育科目（学部キャリア科目）に配

当しています。

1-4　総合教育科目

　未来科学部では、学科を横断する「総合教育科目」を展開しています。

　人間科学科目の中から一般総合教育科目として、下記の	7 科目の履修を推奨します。

芸術（人文社会科学科目）、企業と経営（人文社会科学科目）、認知心理学（人文社会科
学科目）、科学の社会史（ＳＴＳ科目）、技術の社会史（ＳＴＳ科目）、失敗学（ＳＴＳ科
目）、地球環境論（ＳＴＳ科目）

　また、未来科学部の専門教育科目のうち次に示す科目を分野総合教育科目として指定します。

　分野総合教育科目は、他学科からの履修者を広く受け入れます。ただし、以下の点に注意し

てください。

・	修得した分野総合教育科目の単位数のうち、卒業所要単位として算入できる単位は、他の

大学等における授業科目の履修（学則）と合わせて 60単位を超えることはできません。

・①必修科目・選択科目は、当該学生の所属するそれぞれの区分の選択科目として扱います。

②自由科目は、自由科目として扱います。

・	分野総合教育科目は上級年次に配当されている場合も履修することができ、現学年次の進

級条件にも算入されます。

【建築学科（ＦＡ科）が指定する他学科の分野総合教育科目】

●CG・映像メディアの基礎［ＦＩ科 1年］　　●メディアアート［ＦＩ科 4年］

●ロボットメカトロニクス概論［ＦＲ科 1年］　●特別講義B［ＦＲ科 1年］

2012・2011 年度カリキュラム

（2012年度カリキュラムのみ）

2011年度以前カリキュラム
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【情報メディア学科（ＦＩ科）が指定する他学科の分野総合教育科目】

●建築設計概論［ＦＡ科 1年］　　　　　　　　●保存と再生［ＦＡ科 2年］

●ロボットメカトロニクス概論［ＦＲ科 1年］　●特別講義B［ＦＲ科 1年］

【ロボット ･メカトロニクス学科（ＦＲ科）が指定する他学科の分野総合教育科目】

●建築設計概論［ＦＡ科 1年］　　　　　　●アルゴリズミックデザイン［ＦＡ科 3年］

●CG・映像メディアの基礎［ＦＩ科 1年］　●ユビキタスコンピューティング［ＦＩ科 4年］

※配当期は、授業科目配当表または時間割で確認してください。

1-5　単位数

　大学では、各科目の形態に応じて単位数が定められています。単位とは科目の学修量を数値

化したものです。授業科目の 1単位は、45時間の学修を必要とする内容をもって構成するこ

とを標準としています。

　各科目の単位は、その授業方法・授業時間外に必要な学修を考慮し、次の基準により計算し

ます。

科目種別 基準

講義及び演習 15時間の授業をもって 1単位

実験・実習・製図及び実技 30時間の授業をもって 1単位

卒業研究等 学習の成果を考慮して単位数を定めています。

※必要な学修時間の計算例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（h＝時間）

科目形態 科目の
単位数 必要時間① 授業時間数② 授業時間外に必要な学修

時間（週あたり）

講
義
・
演
習

半期科目
15hで1単位 2単位 45h×2単位

=90h
15h×2単位
=30h

(①90h－②30h)÷15週
⇒4h

半期科目
15hで1単位 3単位 45h×3単位

=135h
15h×3単位
=45h

(①135h－②45h)÷15週
⇒6h

実
験
・

実
習
等

通年科目
30hで1単位 3単位 45h×3単位

=135h
30h×3単位
=90h

(①135h－②90h)÷30週
⇒1.5h

　1単位は 45時間の学修を標準としていますので、授業以外の時間は、自ら授業時間外の学

修として行うことになります。
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1-6　科目の区分（必修・選択・自由科目）
　科目には次の区分があり、「授業科目配当表」に記載されています。

区分 区分の詳細 内容

必修科目

必修科目
単位修得が義務づけられている科目。進級や卒
業するためには必ず単位を修得しなければいけ
ない。

択一必修科目 指定の数科目のうちから1科目のみ必ず選択し、
選択したものが必修となる科目。

選択科目

選択科目

各人の意思により選択する科目。単位修得の義
務はないが、卒業所要単位数に算入される科目。
但し、各学科・コースの「進級条件」「卒業条件」
「履修モデル」等に留意すること。

他学部他学科科目（選択科目）※ 他学部他学科科目を履修・修得し、上記の「選
択科目」同様の扱いとする科目。

自由科目

自由科目 修得すれば単位は修得できるが、進級・卒業所
要単位数には算入されない科目。

他学部他学科科目（自由科目）※ 他学部他学科科目を履修・修得し、上記の「自
由科目」同様の扱いとする科目。

※他学部他学科科目については、第 2章 3-4 特別な履修登録を参照してください。

●	情報メディア学科（　　　　　　　　　　　　　）では次の科目区分も定められています。

区分の詳細 内容

ユニット必修科目

ユニットを修了するうえで単位の修得が義務付けられている科目です。
当該ユニットの修了を意図しない場合は、もともとの「必修科目」や「選
択科目」などの分類に従って扱われます。詳細は学科の「履修モデル」
の項を参照してください。

1-7　配当学年
　科目は、カリキュラム上、体系的に関連づけられており、学習が効果的に行われるよう開講

される学年が予め定められています。従って、学生は自分の学年に配当された科目（再履修の

場合は、自分の学生より下級学年次に配当された科目）を原則履修することになります。その

ため、上級学年に配当された科目は特別の場合を除いて履修できません（学年配当の原則）。

　上級学年次に配当された科目の履修については、各学科の指定によります。

建築学科 情報メディア学科 ロボット・メカトロニクス学科

履修の可否 原則履修を
認めない

学科の定める条件を満たす
場合履修を認める（自学科
に配当された専門教育科目
のみ）

学科の定める条件を満たす
場合履修を認める（自学科
に配当された専門教育科目
のみ）

進級条件への算入
（上級学年次配当科目） － 現学年次の進級条件に算入 当該科目配当学年次の進級

条件に算入

※上級学年次科目の履修方法等、詳細については掲示もしくは学科の指示に従ってください。

2011年度以前カリキュラム
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1-8　配当期
　科目の開講される期間（配当期）により、次のように区分されます。

通年科目 1年間 30週にわたって授業がおこなわれる科目

前期科目 前期半年間 15週にわたって授業がおこなわれる科目

後期科目 後期半年間 15週にわたって授業がおこなわれる科目

四半期（前前期、前後期、
後前期、後後期）科目

1／ 4年間 8週にわたって授業がおこなわれる科目

集中講義科目
夏季・冬季など休業中などの一定期間に、連続集中して授業がおこ
なわれる科目。集中講義科目の時間割は講義開始の数週間前に掲示
で発表されます。

1-9　毎週授業時限数（コマ）
　授業科目配当表上の時限（コマ）のことです。1とあれば 1週間に 1時限（1コマ＝ 90分）

開講していることを意味します。

1-10　担当教員
　担当教員には常勤教員と非常勤教員がいます。非常勤教員は、本学専属の教員ではありませ

んが、原則として、担当科目がある日・時限は大学にいる事になっています。授業担当教員に

用事がある場合は、直接授業教室へ行くか、講師室（2号館 3階）まで来てください。また、

シラバスに連絡先が記載されている場合があります。質問したい事項が発生した場合、授業終

了後に質問するなど、早めに確認を取るよう心がけてください。

2　授業について
2-1　学年と学期
　授業は一定の期間継続して行われます。期間には、「学年」と「学期」という概念があります。

　　　　　　　　　　　学年：4月 1日から翌年 3月 31日まで

　学年は次の 2学期に分けられます。

　　　　　　　　　　　前学期：4月 1日から 9月上旬まで

　　　　　　　　　　　後学期：9月上旬から 3月 31日まで

　但し、必要に応じこの期間を変更することがありますので、その年の学事日程で確認してく

ださい。

　また、授業日程の年間スケジュールは、毎年掲示で確認してください。授業日数を確保する

ため、休日・祝祭日等に授業を行う日程を設ける場合があります。

2-2　時限と時間

時限 1 2 3 4 5 6 7

時間
9:00
～

10:30

10:40
～
12:10

13:10
～
14:40

14:50
～
16:20

16:30
～
18:00

18:10
～
19:40

19:50
～
21:20
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※	昼間学部の正課授業は 1時限から 5時限、夜間学部の正課授業は 5時限から 7時限に実施

されます。通常とは異なる時限に補講が行われる場合もあります。

※他キャンパスとの遠隔講義等においては、上記とは異なる時限で講義を行うことがあります。

2-3　時間割
（1）時間割表
　　各科目は週単位で決められた「時間割」に従って行われます。

　	　時間割は「UNIPA」で確認することが出来ます。操作方法は、UNIPAの説明ページを参

照してください。

（2）時間割の変更
　　曜日・時限などに変更が生じた場合、掲示により周知します。

（3）注意事項
　	　科目を受ける際は、授業科目配当表、時間割表などをよく確認のうえ、間違いのないよう

に受講してください。

2-4　クラス編成と授業ガイダンス
　同一科目で複数クラスがある場合、科目によっては受講クラスが指定される（クラス分けさ

れる）ことがあります。特に英語科目や演習科目は複数クラス編成されますので、受講するク

ラス（担当教員や曜日など）を間違えないようシラバスや掲示、ガイダンスでの指示を確認し

てください。

　実験・実習・実技・英語科目等の科目においては、授業開始第一週に授業ガイダンスがおこ

なわれる場合があります。日程等はシラバスや掲示により周知します。授業ガイダンスに出席

しないと、クラス編成の都合上、履修に支障が出る場合がありますので必ず出席してください。

2-5　休講
　次の場合、休講とします。休講は原則掲示にて周知します。

（1）授業科目担当教員にやむを得ない理由が生じた場合

（2）休講の掲示がなく、授業開始時間から 30分を経過しても授業科目担当教員がやむを得

ない理由で講義を開始できない場合（自然休講と呼びます）

（3）大学の行事を行う場合

（4）交通ストライキや自然災害等、不足の事態が生じた場合（第 1章 1-3 交通機関のスト

ライキ及び自然災害発生時等の授業措置についてを参照）

2-6　補講
　授業回数が不足した場合や学習の到達目標を達成していないと教員が判断した場合など、必

要に応じて補充の授業を行うことがあります。補講の有無は、原則掲示にて周知します。
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2-7　欠席について
　忌引、病気・怪我、課外活動などで、やむを得ず欠席した場合は、工学部・未来科学部事務

部窓口または工学部・未来科学部事務部ホームページで欠席届の用紙を入手し、必要事項を記

入の上、診断書等の欠席を証明できる書類を添えて授業科目担当教員に提出・説明してくださ

い（欠席日数が 1週間を超える場合は、工学部・未来科学部事務部教務担当窓口に提出）。

　但し、公欠制度はありません。届出に対して大学（授業科目担当教員等）が判断をします。

　正当な理由がなく、無届けで、引き続き3ヶ月以上欠席した者は除籍対象者となります。また、

授業への出席状態が悪く、履修を途中で放棄したと担当教員が判断したときは、成績が「－」（放

棄）となります。

2-8　出欠調査
　科目の出欠調査には学生証が必要です。

2-9　期限厳守について
　履修登録、レポ－トなどの提出物には、必ず期限が定められています。期限を守らないと申

請や評価を受けられないことになりますので、指定事項（期限や提出場所など）は必ず厳守し

てください。

　2号館 3階のレポートBOXに関しては、提出期限を過ぎてレポートBOXを撤去した後の

提出は受付出来ませんので注意してください。

2-10　授業アンケートについて
　授業をより良くするために「授業アンケート」を実施し、結果を公開しています。授業内容

の向上につながるため、率直な意見を記載してください。但し、一時的な感情やいい加減な考

えではなく、科目での様子を出来るだけ正しく伝えるようにしてください。

　アンケート結果は、工学部・未来科学部事務部のwebサイト等で公開する予定です。

2-11�e-Campus 科目について
　東京電機大学の 4学部（工学部・未来科学部・理工学部・情報環境学部）では、平成 18年

度より、多彩な勉学機会を提供するため、各キャンパスをネットワークシステムで結び、遠隔

講義を行っています。遠隔講義を行う科目は別途掲示で確認してください（開講しない場合も

あります）。

　※他学部他学科に配当されている科目の場合、他学部他学科科目の履修登録が必要です。

　※授業時間は原則、実施科目のキャンパスの時間帯で行われます。

　　	授業時間帯はキャンパス毎に異なります。時間割の重複は出来ませんので、履修する際は

実施の時間帯に注意して申請してください。

2-12　学習サポートセンター
　大学での学修において、基礎学力は非常に重要です。学習サポートセンターでは、基礎学力

の向上を支援しています。上級学年で学習する科目の理解力（応用力）を高めると共に、高校
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時代に学習した内容の理解に不安がある場合にも対応します。

　教員構成　	本学専任・非常勤教員のほかに、学習サポートセンター指導員らの少数による講

義や質問の対応、指導を行います。

　対象科目　数学・物理・英語

　実施形態　①個別指導による学習支援

　　　　　　②グループ学習（ミニ講義や補習などの時間割制による講義形式等）

　　　　　　※	数学科目のミニ講義は、講義内容が授業に合わせ2週程度で変更となります（詳

細は掲示で周知します）。

　　　　　　※	英語科目のミニ講義については、掲示または英語系列のホームページを参照し

てください。

　実施場所　学習サポートセンター　4号館 3階　40313 室

3　履修計画・履修届
3-1　履修計画
　大学では、4年間の学習について「主体性」が求められます。次の点を考慮して履修計画を

立ててください。

（1）必要な資料を確認する

資料名 内容

学生要覧 「各学科の理念」「履修モデル」「授業科目配当表」「進級条件」
「卒業条件」などの各種の決まりごとを確認する

時間割表（UNIPA） 科目の開講曜日・時限などを確認する

シラバス（UNIPA） 科目の内容、教科書、クラス分け・ガイダンス情報などを確
認する

掲示　　 （UNIPA） 履修登録期間・クラス分け・ガイダンス情報などを確認する

（2）注意点
　　①卒業までの履修計画を立て、各年度の履修登録を行う。

　　②履修モデル・授業科目配当表・シラバス・初回の授業ガイダンスを参考に履修登録する。

　　③必修科目も、自分自身で履修登録する。

　　④	上級年次になってから単位不足に陥ることのないよう、余裕をもって履修登録する（履

修登録単位数の上限に注意する）。

　　⑤進級条件、卒業条件を満たせるよう、毎年単位修得状況に注意して履修登録する。

3-2　履修制限
　4年間を通し計画的に履修し、内容を充分理解することを目的とし、履修制限が設定されて

います。履修する際は、この履修制限を超えて履修登録をすることはできませんので、十分注

意し、しっかり履修計画を立てるようにしてください。



―  16  ―

　①履修登録時に履修できる単位数

カリキュラム年度 履修上限単位数（半期）

2012 年度
カリキュラム 半期 24単位

2011年度以前
カリキュラム

建築学科　　　　　　　　　　　半期 28単位
情報メディア学科　　　　　　　半期 26単位
ロボット・メカトロニクス学科　半期 26単位

　　但し、自由科目、集中講義科目は履修制限には含みません。

　②	優秀な成績で各学期を終了した学生には、上限を超えて 4単位の履修ができる制度があ

ります。

　　	履修制限を超えて履修登録を許可する評価基準

カリキュラム年度 履修制限を超えて履修登録を許可する評価基準

2012 年度
カリキュラム

次の両基準を満たす者に対して、半期 4単位まで上限単位数を超え
ての履修を認める。
（1）前学期に 20単位以上の履修登録を行い 90％以上の単位を修得

していること。
（2）GPAが 3.1 以上であること。

2011年度以前
カリキュラム

次の両基準を満たす者に対して、半期 4単位まで上限単位数を超え
ての履修を認める。
（1）前学期に 22単位以上の履修登録を行い 90％以上の単位を修得

していること。
（2）GPAが 3.0 以上であること。

3-3　履修登録
　履修登録は、前期に前期科目・前前期科目・前後期科目・通年科目・集中講義科目などを、

後期に後期科目・後前期科目・後後期科目・集中講義科目などを、それぞれ登録します。

　履修登録の種類は、主に「UNIPAで申請する科目」「専用用紙で申請する科目」などがあ

りますが、具体的な方法や履修登録期間などの詳細は掲示にて連絡します。必ず期間内に自分

で履修登録をするようにしてください。

　

　【履修登録上の主な注意点】

重複受講の
禁止

履修する科目が授業時間割上重複するときは、必修科目、選択科目を問わず、
そのうちの 1科目しか履修登録できません。例外については、第 2章 3-4 特
別な履修登録を参照。

変更の禁止 指定した履修の登録・修正期間後の授業科目の履修変更は認められません。

無届科目 履修登録されていない科目の受講・受験は認められません。学力考査の受験
資格の付与や単位の認定もされません。

履修放棄 履修登録した科目を授業期間中に放棄（長期欠席）したり、学力考査を受験
しないときは、成績評価は放棄「－」となる場合があります。
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履修登録の
無効化

2011 年度以前カリキュラム
前後期科目および後後期科目は、それぞれ前期初めおよび後期初めに履修登
録をしますが、これらの科目の履修条件の充足／未充足は前前期科目あるい
は後前期科目の終了時にのみ確定する場合があります。また、履修条件が必
要とされる科目の場合は、各期（前期・前前期・前後期・後期・後前期・後
後期）の終了時に履修条件の充足／未充足が確定する場合もあります。もし
それらの時点で履修条件が未充足と確定した場合は、当該科目は履修登録が
無効となり、登録は抹消されます（履修放棄にはなりません）。

3-4　特別な履修登録
（1）UNIPAで申請するもの

履修の種類と対象 注意点など

他学部他学科科目履修

自分の所属学科に配当されていない科目を一定の要件を満たす
ことにより、履修することができます（他学部他学科科目履修
制度）。
【以下の基準を満たす場合、申請可能】
①自分の所属学科に配当がない（内容の類似する科目がない）
②	自分の学年次以下に配当されている科目（上級学年次科目は
不可）
③当該科目の人数に余裕がある場合
但し、①工学部第一部（全学科）の科目は申請できません。
　　　②	工学部第二部の電気電子工学科（NE）、機械工学科

（NM）、情報通信工学科（NC）の科目は申請可能です。
他学部他学科科目の履修を希望するときは、指定する履修登録
期間に履修申請を行ってください。申請した科目の許可・不許
可については、後日掲示で発表します。
【他学部他学科科目にて修得した科目の取扱い】
①	必修科目・選択科目は、当該学生の所属するそれぞれの区分
の選択科目として扱います。
②自由科目は、自由科目として扱います。
【区分別卒業所要単位数への算入について】
他の大学等における授業科目の履修により本大学における授業
科目の履修とみなし、修得できる単位（学則）と合わせて 60単
位を超えることはできません。

教職課程科目
教職課程を履修したいときは、履修登録期間に登録となります
（詳細は教職課程要覧を参照してください）。
1年次前期は履修できません。

分野総合教育科目

2011 年度以前カリキュラム
分野総合教育科目の履修を希望するときは、指定する履修登録
期間に履修申請を行ってください。申請した科目の許可・不許
可については、後日掲示で発表します。
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（2）専用用紙で申請するもの

履修の種類と対象 注意点など

重複履修許可願

履修を希望する科目が、授業時間割上、同一曜日の同一時限に
2科目以上重複している場合、その一方のみ、履修が許可され
ます（重複受講の禁止）。しかし、例外として重複履修が認めら
れる場合があり、あらかじめ周知されます。希望者は左記の専
用用紙にて履修申請する必要があります。

東京理工系大学による
学術と教育の交流に関
する協定に基づく、学
生交流（単位互換）の
ための履修願

東京理工系大学とは、本学、芝浦工業大学、東京都市大学、工
学院大学を指します。この四大学間で、平成 11 年 4 月より、
学生交流（単位互換）の履修制度が実施されています。履修で
きる科目、履修方法、単位の認定、各判定時の科目の扱い等に
ついての詳細は、掲示でお知らせします。

転学部・編入学・転学
科・再入学者等の特別
履修願

単位認定の関係上等の理由により、他の学部、学科、上級年次
科目履修など、通常外の履修を希望する時は、左記の専用用紙
にて履修申請することができます。左記の専用用紙に所定の事
項を記入し、事前に担当教員の承認印を得た上で、用紙の提出
をしてください。提出締切後、工学部・未来科学部事務部で一
括して学科長の承認を受けます。許可・不許可については後日
掲示により知らせます。

前期末卒業のための通
年科目前期末評価実施
願

卒業延期者（3月末時点）が前期末卒業を希望する場合、前年
度授業に出席し、試験を受け不合格であった通年科目は、必修
科目・選択科目を問わずこの願を提出し、受理されることによ
り前期末に評価してもらえることになります。左記の専用用紙
に必要事項を明記し、事前に担当教員の承認印を得た上で、工
学部・未来科学部事務部へ提出してください。提出締切後、工
学部・未来科学部事務部で一括して学科長の承認を受けます。
なお、詳細は第 2章 10前期末卒業を参照してください。

　　※履修登録の方法・申請時期等の詳細や修正点については、掲示にて周知します。

　　※「特別な履修登録」の申請を行う場合には、科目担当教員に予め相談してください。

4　学力考査
　科目の履修状況を評価し、単位を認定するための材料として学力考査がおこなわれます。学

力考査は筆記による学力考査（学期末・中間・毎回の授業内など）・レポート・平常点の評価

などの方法でおこなわれます。いずれの形態で学力考査を実施するかについては、「学力考査

実施要領」にて案内します。「学力考査実施要領」は掲示にて周知します。

4-1　学力考査
（1）受験資格
　	　次の 4つの条件を原則全て満たしていなければなりません。但し、休学期間中は学力考

査を受けることはできません。

　　①その科目の履修登録を完了していること。

　　②その科目に常時出席していること。

　　③その学期までの学費を納入していること。
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　　④	通年科目で、前・後期の	2 回学力考査がおこなわれる科目の後期学力考査を受験する

には、前期学力考査を受験していること。

（2）実施方法等
　　科目担当教員の指定する方法・日程・時限で実施します。

（3）学力考査受験上の心得
　　①学生証の呈示

　　　	教室では、必ず学生証を常に机の上、通路側の見やすい場所に呈示してください。万一

当日携帯していないときは、2号館 3階にある自動証明書発行機より証明書〔仮受験票〕

を出力してください。（仮受験票の発行を受ける場合は有料（1,000 円）となります。）

　　②遅刻・退室

　　　	学力考査時の遅刻に関する取扱いについては、別途案内する掲示を確認してください。

学力考査時の退出については、開始	40 分後から終了 10分前まで可能です。

　　③学籍番号・氏名の記入

　　　	答案用紙に学年・学科・学籍番号・氏名を必ず記入してください。記入のない答案は無

効となります。

　　④監督者の指示

　　　	学力考査実施時間中は、監督者が一切の権限を有します。監督者の指示に従わない者、

または私語など受験態度不良の者には退室を命じることがあります。また、学力考査時

間中、筆記用具・消ゴムなどの貸借は監督者の許可がなければできません。

　　⑤不正行為

　　　	カンニングなど不正行為をした場合、退学・停学・訓告などの懲戒処分になるとともに、

当該科目の属する学力考査の全科目が無効となります。

　　　	「当該科目の属する」の範囲には、学力考査実施要領発表後に実施されるレポート科目

等も含まれます。

　　⑥受験棄権

　　　	時間途中で受験を中止する場合でも、答案用紙に学年・学科・学籍番号・氏名を記入し

て提出してください。（受験した科目の答案用紙は、持ち帰る事はできません。誤って

持ち帰った場合でも、不正行為とみなされる場合がありますので注意してください。）

（4）学力考査予備日
　	　通常の授業実施時間とは異なる日程で、学力考査を実施する日を学力考査予備日と呼びま

す。同日程で学力考査を実施する科目は、学力考査実施要領にて発表します。

　　①	受験資格のほか、各種の条件ならびに遵守すべき事項は、授業中に実施する学力考査に

準じます。但し、科目担当教員が指定する条件等がある場合は、それに従ってください。

　　②	時間割・試験室などについては、掲示で発表します。学力考査予備日に実施する学力考

査は、通常の授業時間とは異なりますので注意してください。
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　　［学力考査予備日の時限と時間］（各 80分）

時限 1 2 3 4 5 6 7

時間
9:30
～

10:50

11:10
～
12:30

13:30
～
14:50

15:10
～
16:30

16:45
～
18:05

18:20
～
19:40

19:55
～
21:15

※	昼間学部は、原則 1時限から 4時限に学力考査を実施しますが、科目によっては 5時限以
降に学力考査を実施する場合があります。

4-2　追試験
　急病など真にやむを得ない理由で学力考査を欠席した場合は、追試験が行われることがあり

ます。追試験を実施するかどうかは科目担当教員に任されており、追試験願を提出しても追試

験が実施されるとは限りません。できる限り指定された日の学力考査を受けてください。追試

験を希望する場合は所定の手続きが必要になります。

（1）不正行為
　	　カンニングなど不正行為をした場合、退学・停学・訓告などの懲戒処分になるとともに、

当該科目の属する追試験及び学力考査（予備日実施も含む）の全科目が無効となります。

　	　「当該科目の属する」の範囲には、学力考査実施要領発表後に実施される学力考査科目・

レポート科目等も含まれます。

（2）追試験願の提出が認められる理由
　　次の	4 つの場合のみ、証明書類を添付して追試験願を提出することができます。

　　①本人の病気のため受験が全く不可能な場合。（医師の診断書）

　　② 2親等以内の親族の危篤・死亡の場合。（証明する書類）

　　③交通機関停止等により登校が不可能な場合。（遅延証明書）

　　④その他、本人の責任でない真にやむを得ない事情がある場合。（理由書）

　　	　学力考査時間割の見間違い、寝坊などはやむを得ない理由とは認められません。

　　　	但し、就職試験のため学力考査を受けられなかった 4年次生は、学科長に相談してく

ださい。

（3）手続き
　	　学力考査の受験資格（前記）を満たしており、上記の追試験願を提出できる理由に該当す

る者は、事務部が指定する提出期日までに、上記書面を添えた欠席届（追試験願）を工学部・

未来科学部事務部へ提出してください。追試験の受付スケジュール・追試験の実施の有無、

いつ実施するか等は後日、掲示でお知らせします。申請した科目の追試験が実施されること

になった場合は、受験手続き（受験 1科目につき 500円必要）を行います。
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4-3　中間考査
　学期の途中で担当教員が随時行う学力考査です。

（1）不正行為
　	　カンニングなど不正行為をした場合、退学・停学・訓告などの懲戒処分になるとともに、

当該科目が無効となります。

4-4　提出物の期限
　科目担当教員や工学部・未来科学部事務部から学生に提出物（履修届・レポート・製図、そ

の他）を求めるときは、必ず「期限（締切日と締切時間）」と「提出場所（方法）」が定められ

ます。期限を過ぎた提出物は一切受付けません。必ず、締切日・締切時間・提出場所（方法）

を確認し、その条件を遵守してください。

　実験レポートは実験室が管理していますので、それらに関する問い合わせ等は直接実験室に

行ってください。

5　成績
　担当教員が採点し、60点以上の評点を得たとき合格となり、その授業科目について定めら

れた単位数が与えられます。これを大学側から見て「単位認定」、学生側から見て「単位修得（取

得）」といいます。

　単位認定は、原則としてその授業科目の履修が終わる配当期の終了時点に行われます。一旦

単位を修得（取得）した授業科目は、履修の終了が認定されたことになるので、再度の履修を

することはできません。

5-1　成績評価基準
成績評価基準

評価 評点 参考

S 90点～ 100点 講義・実験・実習内容を十分に理解し、自在に応用できる水準にあり、より
高度な内容に進むことができる。

A 80点～ 89点 講義・実験・実習内容を理解し、応用できる水準にあり、より高度な内容に
進むことができる。

B 70点～ 79点
講義・実験・実習内容を知識として身につけ、部分的ではあるが応用できる
水準にある。しかし、より高度な内容に進むためには、自己学習をしておく
ことが望ましい。

C 60点～ 69点
シラバスに記載されている達成目標の最低水準に達している。しかし、習得
した知識を応用し、より高度な内容に進むためには、十分な自己学習を要す
る。

D 60点未満 シラバスに記載の達成目標を満たしていない。
－ 放棄 学習を放棄したとみなされた。
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5-2　評点と評価

　評点は、下記の評価におきかえられUNIPAの成績通知画面・成績証明書などに表されます。

なお、評点の通知は行ないません。

�2012 年度カリキュラム�

評価
評点・摘要

成績証明書用 成績通知用

S S 90～ 100点

合格
（単位修得）

A A 80～ 89点

B B 70～ 79点

C C 60～ 69点

RN RN

認定　※ 1
（資格取得・他大学等の単位を
単位認定した場合）

RS RS

RA RA

RB RB

RC RC

D 0～ 59点 不合格
（単位未修得）－ 放棄　※ 2

※ ＊ 履修中（現在履修中である状態）

※ 1評価「RN」は	GPA算出の計算式に算入されませんが、評価「RS～	RC」は計算式に

算入されます。詳細は第 2章 5-4 成績順位を参照してください。

※ 2履修登録した授業科目を受験しなかった場合や、通常の授業への出席状態が悪く担当教

員が履修を途中で放棄したと判断した場合は、「－」放棄となります。

�2011 年度以前カリキュラム�

評価
評点・摘要

成績証明書用 成績通知書用

S S 90～ 100点

合格
（単位修得）

A A 80～ 89点

B B 70～ 79点

C C 60～ 69点

RN RN

認定　※ 1
（資格取得・他大学等の単位を
単位認定した場合）

RS RS

RA RA

RB RB

RC RC

D1 50～ 59点
不合格

（単位未修得）D2 0～ 49点

－ 放棄　※ 2

※ ＊ 履修中（現在履修中である状態）
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※ 1評価「RN」は	GPA算出の計算式に算入されませんが、評価「RS～	RC」は計算式に

算入されます。詳細は第 2章 5-4 成績順位を参照してください。

※ 2履修登録した授業科目を受験しなかった場合や、通常の授業への出席状態が悪く担当教

員が履修を途中で放棄したと判断した場合は、「－」放棄となります。

5-3　成績の通知
　前年度末までの成績の通知は 3月に、前期末までの成績通知は 9月に行います。学生アド

バイザーや各学科長から成績・履修相談を同時に行う場合もあります。

　なお、学期の途中で担当教員から採点報告があっても、個々の発表は行いません。

5-4　成績順位
　総合的成績評価において、GPA（Grade	Point	Average）を基本とします。

　GPAとは、科目を履修して最終的に与えられた S・A・B・C・D・－・RS・RA・RB・

RCの評価（Grade）に 4～ 0のポイント（Point）を配当し、それに単位数を掛け、取得

したポイントの合計と単位数をもとに算出する平均値（Average）です。

　そのポイントと計算式は次のとおりで、GPAの最高値は“4”となり、最高値に近いほど

評価が高くなります。

GPA＝（単位加重GPの総和）÷（履修登録単位の総和）

※単位加重GPの総和＝

　　	（S・RS評価の単位数）× 4＋（A・RA評価の単位数）× 3＋（B・RB評価の単位数）

× 2＋（C・RC評価の単位数）× 1

　※	単位加重GP（Grade	Point）とは、取得した各科目の評価（S・A・B・C・D・－・

RS・RA・RB・RC）に次の各科目の評価に指数化するグレートポイントを掛けた数値です。

ポイント 評価 評点（100点法）

4 S 90～ 100

3 A 80～ 89

2 B 70～ 79

1 C 60～ 69

0 D 0～ 59

0 － 放棄

4 RS

資格取得等に
よる単位認定

3 RA

2 RB

1 RC

ポイント 評価 評点（100点法）

4 S 90～ 100

3 A 80～ 89

2 B 70～ 79

1 C 60～ 69

0 D1 50 ～ 59

0 D2 0～ 49

0 － 放棄

4 RS

資格取得等に
よる単位認定

3 RA

2 RB

1 RC

2012 年度カリキュラム 2011年度以前カリキュラム
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　・総和には自由科目及びRN評価の科目を含まない。

　・履修登録単位の総和に、履修中の単位は含まれない。

　・履修登録単位の総和は、成績通知に記載の科目を対象とする。

　・GPAの値は小数点第 4位を四捨五入した値となります。

　・用途

　　	学部内における判定等（早期卒業、履修上限を超えての履修登録を許可する評価基準、そ

の他）

　※ 	D評価の科目及び放棄科目は 0ポイントとなるため、放棄しない計画的な履修が結果的

にGPAを上げることとなります。

5-5　単位認定
（1）入学前に修得した単位の認定
　　	　大学または短期大学において本学部に入学する前に修得した授業科目の単位（科目等履

修生によって修得した単位を含む）のうち教授会が教育上有益と認めたものは、入学後、

本学部において修得したものとして（編入学・転入学等の場合を除く）60単位を限度に

単位を認定されることがあります。

　　	　編入学者および転学部・転学科者が既修得単位を本学部における単位として認定を希望

するときは、掲示により指定された期日までに、単位認定願を工学部・未来科学部事務部（教

務担当）へ提出してください。その中から、本学部所定の基準に対応する科目について単

位認定を行ないます。

　　	　単位認定科目は、「RS・RA・RB・RC・RN」で表示されます。但し、他大学で修得

した単位は、教育職員免許状を取得しようとするとき「教科に関する科目」の単位には

20単位までしか算入されません（何ら教職課程認定を受けていない大学・短期大学から

編入学した学生の場合）ので、認定を希望しない者はその旨を工学部・未来科学部事務部

（教務担当）へ申し出てください。

（2）資格取得による単位の認定
　	　特定の資格取得者に対して所属学科の科目の単位を認定する場合があります。詳細は各学

科の「履修モデル」を参照してください。

6　再履修
　履修した授業科目の単位を修得できなかったときは、その科目の履修をもう一度はじめから

やり直す（再履修）ことになります。その際、次の点に留意してください。

　①	必修科目（択一必修科目を含む）の単位を修得できなかったときは、必ず再履修する必要

があります。

　②	選択科目の単位を修得できなかったときに再履修するかどうかは、各自の意志にまかされ

ますが、卒業に必要な単位数は確保するよう再履修科目を決めてください。

　③	再履修科目の配当条件に変更があったときは、別途、周知される再履修方法などを参照し、

単位未修得科目に対応する授業科目を誤りなく再履修してください。
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　④	再履修する授業科目の単位数が変更になった場合でも、再履修の結果合格したときは自分

のカリキュラム年度配当科目の単位数が与えられます。

　⑤	再履修科目の担当教員が前年度と変更になった場合は、当該年度担当教員のもとで再履修

してください。

　⑥	再履修科目と自分の学年次配当科目とが授業時間割上重複した場合、原則どちらか一方の

科目しか履修することはできません（重複受講の禁止）。（第 2章 3-3 履修登録を参照）

　⑦再履修科目の履修登録・学力考査などについては、通常の履修科目の場合と同じです。

7　卒業までの学修
　自己の進路と学習の進め方については、学科で実施する履修のガイダンスに必ず出席し、そ

の内容を十分理解して学習に励み、間違いなく所期の目標を達成するようにしてください。ま

た、高等学校までと異なり、自己責任と自己管理が一層重要になってきていることを自覚し学

修してください。

　原則以下の条件を満たした場合、上級学年次へ進級することになります。

　①必要な学費およびその他の費用を納入していること。

　②同一学年に合算して 12ヶ月以上在学すること。ただし、休学期間は在学期間に含まない。

　③	上級年次に進学するための条件がある場合（第 2章 8-2	1 年次から 2年次への進級条件、

8-4	3 年次から 4年次への進級条件を参照）は、その条件を満たしていること。

　※ 	3 月の判定時に休学中の者も、①、②、③を満たしていれば上級年次へ進級することに

なります。

8　進級と留年
　同一学年に合算して 12ヶ月以上在学（休学期間は在学期間に含まない）した者を対象に 1

年次から 2年次および 3年次から 4年次に進級する際に進級制度があります。なお、進級判

定時に休学中の者も対象となります。留年もしくは卒業延期となった場合、入学した年度のカ

リキュラム（進級・卒業条件を含む）が適用され、留年により変更しません。

　なお、転学部・転入学・転学科・再入学者等は、正規に進級してきた学年（1年次の場合は

新入生）と同一のカリキュラムが適用されます。

　同一学年に通算して 4年の在学をこえてなお進級できない者は除籍となります。

進級条件は次のとおりです。履修の際にはこれらの条件もしっかりと把握し履修登録するよう

にしてください。

8-1　進級判定時期
　・1年次から 2年次へ進級するとき

　・3年次から 4年次へ進級するとき
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8-2　1年次から 2年次への進級条件
カリキュラム年度 学科 進級条件

2012 年度
カリキュラム

建築学科 1年次終了時に 28単位以上修得していること（自
由科目は含まない）。

情報メディア学科 1年次終了時に 24単位以上修得していること（自
由科目は含まない）。

ロボット・
メカトロニクス学科

1年次終了時に 30単位以上修得していること（自
由科目は含まない）。

2011 年度以前
カリキュラム

建築学科

① 	1年次終了時に32単位以上修得していること（自
由科目は含まない）。
②	「設計・パフォーマンスⅡ」を単位修得している
こと。

情報メディア学科 1年次終了時に 20単位以上修得していること（自
由科目は含まない）。

ロボット・
メカトロニクス学科

1年次終了時に 30単位以上修得していること（自
由科目は含まない）。

8-3　2年次から 3年次への進級
　2年次から 3年次への成績による進級条件はありません。（ただし、前記の学籍及び学費の

条件を満たす必要があります。）

　成績による進級条件がない場合であっても、後記の 3年次から 4年次への進級条件を満た

すように履修計画をたて、確実に学修を進める必要があります。
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8-4　3年次から�4 年次への進級条件
カリキュラム年度 学科 進級条件

2012 年度
カリキュラム

建築学科

①人間科学科目 10単位、英語科目 4単位以上修得
していること（自由科目は含まない）。

② 3年次終了時までに 110 単位以上修得している
こと（自由科目は含まない）。

③「建築資格講座Ⅱ」を単位修得していること。

情報メディア学科

①人間科学科目 10単位、英語科目 4単位以上修得
していること（自由科目は含まない）。

② 3年次終了時までに 106 単位以上修得している
こと（自由科目は含まない）。

③3年次までに配当されている必修科目を全て単位
修得していること。

ロボット・
メカトロニクス学科

①人間科学科目 10単位、英語科目 4単位以上修得
していること（自由科目は含まない）。

② 3年次終了時までに 106 単位以上修得している
こと（自由科目は含まない）。

③ 3年次までに配当されている必修科目 21 科目
44単位をすべて単位修得していること。

④進級コードR1の専門選択科目 16科目 40 単位
中	20 単位以上修得していること。※別表 1【進
級コードR1】

⑤進級コード	R2 の専門選択科目 17科目 34単位
中	10 単位以上修得していること。※別表 2【進
級コードR2】

2011 年度以前
カリキュラム

建築学科

①人間科学科目 10単位、英語科目 4単位以上修得
していること（自由科目は含まない）。

② 3年次終了時までに 110 単位以上修得している
こと（自由科目は含まない）。

③「設計・パフォーマンスⅥ」を単位修得している
こと。

情報メディア学科

①人間科学科目 10単位、英語科目 4単位以上修得
していること（自由科目は含まない）。

② 3年次終了時までに 110 単位以上修得している
こと（自由科目は含まない）。

③3年次までに配当されている必修科目を全て単位
修得していること。

ロボット・
メカトロニクス学科 ※別表 3を参照
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※別表 1　【進級コードR1】	 （科目名のあとの丸数字は単位数を表す）

メカトロニクス基礎力学および演習Ⅰ③　メカトロニクス基礎力学および演習Ⅱ③　ロ
ボット運動学②　設計製図Ⅰ④　プログラム基礎Ⅱ②　プログラム基礎Ⅲ②　基礎電気
工学②　電気回路②　システムモデリングおよび演習④　制御工学および演習④　集合

と論理②　離散数学②　ベクトル解析②　フーリエ解析②　複素解析学Ⅰ②　確率・統
計Ⅰ②

	※別表 2　【進級コードR2】	 （科目名のあとの丸数字は単位数を表す）

材料力学および演習②　加工学②　熱・流体力学②　アルゴリズムとデータ構造②　情

報理論②　オペレーティングシステム②　電子工学②　ディジタル回路②　信号処理②

制御系設計②　計測工学②　現代制御理論②　数値解析②　最適化法②　メカトロニク

スのための数学および演習②　複素解析学Ⅱ②　確率・統計Ⅱ②	

※別表 3　	2011年度以前カリキュラムのロボット・メカトロニクス学科進級条件（科目名のあとの丸数字は単位数を表す）

科目 コード 条件
人
間
科
学
科
目

10単位以上修得のこと。

英
語
科
目

4単位以上修得のこと（自由科目は含まない）。

専
門
教
育
科
目

Ｐ 3年次までに配当されている専門必修科目 30科目 60単位を全て修得のこ
と（早期卒業者対象の特別研究Ⅰ・Ⅱを除く）。

3年次までに配当されている専門選択科目から 30単位以上修得のこと。
ただし以下の条件を満たすこと。

Ｒ 1

次の 10科目 20単位から 12単位以上修得のこと。
科学技術のための基礎数学②　科学技術のための数学②　基礎電気工学②　
システムモデリング②　システムアナロジ②　制御工学②　数値解析②　シ
ステム制御理論②　ロボメカのための数学②　事象駆動システム②

Ｒ 2

次の 10科目 20単位から 12単位以上修得のこと。
科学技術のための基礎数学②　科学技術のための数学②　基礎電気工学②　
電気回路②　計測工学②　ディジタル回路②　電子工学②　情報理論②　ア
ルゴリズムとデータ構造②　ディジタル情報②

Ｒ 3

次の 9科目 18単位から 10単位以上修得のこと。
科学技術のための基礎数学②　科学技術のための数学②　基礎電気工学②　
ロボット運動学②　材料加工学Ⅰ②　ロボット機構学②　材料力学②　ロ
ボット制御学②　材料加工学Ⅱ②

Ｒ 4
次の 6科目 12単位から 4単位以上修得のこと。
ベクトル解析②　フーリエ解析②　確率・統計Ⅰ②　確率・統計Ⅱ②　複素
解析学Ⅰ②　複素解析学Ⅱ②
総修得単位数が 110単位以上であること（自由科目は含まない）。
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9　卒業
　4年次に合算して 12ヶ月以上在学（休学期間は在学期間に含まない）した者を対象に卒業

判定を実施します。判定時に休学中の者は対象としません。

　なお、本学部を卒業するためには、次のすべての条件をみたすことが必要です。

9-1　卒業条件
カリキュラム年度 卒業条件

2012 年度
カリキュラム

①	卒業するために必要な単位数（卒業所要単位数）を修得していること。
②	自分の所属する学科に配当されている必修科目の単位の全部を修得し
ていること。※ 1　※ 2	
③	合計 4年以上（8年以内）在学していること。※ 3
④卒業までに必要な学費及びその他の費用の全額を納入していること。
⑤卒業判定時に休学していないこと。

※ 1　	建築学科では、必修科目の他に選択科目の「特別研究」、「特別設計」
の両方またはいずれかを履修し、修得する必要があることに注意し
てください。

※ 2　	情報メディア学科では、2ユニットの修了が「卒業研究	A」の合
格必要条件となっていることに注意してください。詳しくは学科の
「履修モデル」を参照してください。

※ 3　	在学期間が 4年未満での卒業については第 2章 9-5	3 年間または
3.5 年間での卒業（早期卒業）を参照してください。

2011 年度以前
カリキュラム

①	卒業するために必要な単位数（卒業所要単位数）を修得していること。
②	自分の所属する学科に配当されている必修科目の単位の全部を修得し
ていること。※ 1
③合計 4年以上（8年以内）在学していること。※ 2
④卒業までに必要な学費及びその他の費用の全額を納入していること。
⑤卒業判定時に休学していないこと。

※ 1　	情報メディア学科では、2ユニットの修了が択一必修科目「卒業研
究	A／ B／C」の合格必要条件となっていることに注意してくだ
さい。

　　　詳しくは学科の「履修モデル」を参照してください。
※ 2　	在学期間が 4年未満での卒業については第 2章 9-5	3 年間または

3.5 年間での卒業（早期卒業）を参照してください。
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9-2　区分別卒業所要単位数
�2012 年度カリキュラム�

区分

単位数

建築学科 情報メディア学科
ロボット・メカトロニクス学科

共
通
教
育
科
目

人間科学科目
　スキル・キャリア
　コミュニケーション
　スポーツ・健康
　人間理解
　社会理解
　異文化理解
　技術者教養

16単位
（「技術者教養」科目 2単位を含む）

英語科目 6単位

専
門
教
育
科
目

基礎共通科目
専門科目
学部キャリア科目

96単位 88単位

任意に選択し、修得した科目 10単位 14単位

合計 128単位 124単位

　特色ある教育を推進するために、卒業所要単位の中に学生の個性に合わせて選択できる

科目が設けられています。これが、上記の表中の「任意に選択し、修得した科目」で、修

得した場合は卒業所要単位に建築学科は 10単位、情報メディア学科、ロボット ･メカトロ

ニクス学科は 14単位まで算入できます。この「任意に選択し、修得した科目」とは次の科

目をいいます。

　人間科学科目から 16単位、英語科目から 6単位、基礎共通科目・専門科目・学部キャ

リア科目から建築学科は 96単位、情報メディア学科、ロボット ･メカトロニクス学科は

88単位を超えて修得した単位。

　また、他学部・他学科科目を履修し、単位修得した科目は表中のそれぞれの区分の選択

科目の単位として取扱われます。（但し、卒業所要単位数として算入できる単位は、他の大

学等における授業科目の履修等（学則）と合わせて 60単位を超えることはできません。）



―  31  ―

�2011 年度以前カリキュラム�

区分

単位数

建築学科 情報メディア学科
ロボット・メカトロニクス学科

共
通
教
育
科
目

人間科学科目
　基礎科目
　人文社会科学科目
　技術者教養 (STS)科目

16単位
（STS科目 4単位を含む）

英語科目 6単位

専
門
教
育
科
目

基礎共通科目
専門科目
学部キャリア科目（※）

104単位 92単位

任意に選択し、修得した科目 10単位 14単位

合計 136単位 128単位

　（※）2011年度入学生より新規追加

　特色ある教育を推進するために、卒業所要単位の中に学生の個性に合わせて選択できる

科目が設けられています。これが、上記の表中の「任意に選択し、修得した科目」で、修

得した場合は卒業所要単位に建築学科は 10単位、情報メディア学科、ロボット ･メカトロ

ニクス学科は 14単位まで算入できます。この「任意に選択し、修得した科目」とは次の科

目をいいます。

　人間科学科目から 16単位、英語科目から 6単位、基礎共通科目・専門科目から建築学

科は 104 単位、情報メディア学科、ロボット ･メカトロニクス学科は 92単位を超えて修

得した単位。

　また、他学部・他学科科目を履修し、単位修得した科目は表中のそれぞれの区分の選択

科目の単位として取扱われます。（但し、卒業所要単位数として算入できる単位は、他の大

学等における授業科目の履修等（学則）と合わせて 60単位を超えることはできません。）

9-3　卒業見込証明書
進級条件を満たし、4年次に進んだ学生に卒業見込証明書を発行します。

卒業見込証明書は 4月上旬より発行します。

卒業見込証明書発行日については、掲示にて周知します。

※休学中は卒業見込証明書が発行されません。必要に応じ、学科に相談してください。

9-4　学位記
　本学部を卒業すると、学士（工学）の学位が授与され、卒業時に学位記を授与します。本学

の場合、学位記が卒業証書を兼ねますので、いわゆる卒業証書と称するものは授与しません。

　一度発行した学位記は再発行しませんので、大切に保管してください。
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9-5　3年間または 3.5 年間での卒業（早期卒業）
　大学院への進学を前提としているきわめて成績優秀な学生は、以下の条件により 3年間も

しくは 3.5 年間の在学期間で卒業することが出来ます。希望する場合は、学科長に相談して

ください。

　但し、3年次編入学者は早期卒業の対象となりません。

　また、　　　　　　　　　　　　の建築学科は 3年間での卒業のみとなり、

　　　　　　　の建築学科は早期卒業の対象となりません。

9-6　早期卒業着手条件
　早期卒業に着手するためには、次の全ての条件を満たす必要があります。

※ただし、対象となる科目には、自由科目および工学部第二部の科目は含めません。

●各学科が定めた早期卒業に着手するための卒業条件

カリキュラム年度 学科 早期卒業着手条件

2012 年度
カリキュラム

建築学科
① 	2 年次後期終了時に 94単位以上修得しているこ
と。
② 	2年次後期終了時のGPAが3.4以上であること。

情報メディア学科

● 3年間での卒業の場合
① 	2 年次後期終了時に 86単位以上修得しているこ
と。
② 	2年次後期終了時のGPAが3.4以上であること。
● 3.5 年間での卒業の場合
① 	3 年次前期終了時に 90単位以上修得しているこ
と。
② 	3年次前期終了時のGPAが3.3以上であること。

ロボット・
メカトロニクス学科

2年次後期終了時（3年間での卒業の場合）もしく
は 3年次前期終了時（3.5 年間での卒業の場合）の
GPAが 3.2 以上であること。

2011 年度以前
カリキュラム

情報メディア学科

● 3年間での卒業の場合
① 	2 年次後期終了時に 88単位以上修得しているこ
と。
② 	2年次後期終了時のGPAが3.4以上であること。
● 3.5 年間での卒業の場合
① 	3 年次前期終了時に 92単位以上修得しているこ
と。
② 	3年次前期終了時のGPAが3.3以上であること。

ロボット・
メカトロニクス学科 早期卒業の着手条件は設けない。

9-7　早期卒業条件
　3年間または 3.5 年間の在学期間で卒業するためには、次の全ての条件を満たす必要があり

ます。

　ただし、対象となる科目には、自由科目および工学部第二部の科目は含めません。

2012 年度カリキュラム 2011年度以前
カリキュラム
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　　①	本人が 3年次後期終了時もしくは 4年次前期終了時に卒業することを希望しているこ

と。ただし、大学院進学を前提とする。

　　②在学期間が 3年以上の学生であること。

　　③各学科に配当された必修科目の単位を全て修得していること。

　　④各学科が定める卒業所要単位数以上を修得済みであること。

　　⑤ 3年次から 4年次への進級条件を満たしていること。

　　⑥学科長および学部長が早期卒業に相応しいと判断した者。

　　⑦各学科が定める次の条件を満たしていること。

●各学科が定める早期卒業のための卒業条件

カリキュラム年度 学科 早期卒業条件

2012 年度
カリキュラム

建築学科
① 	3年次後期終了時のGPAが3.4以上であること。
②	特別研究、特別設計のいずれかの単位を修得して
いること。

情報メディア学科

● 3年間での卒業の場合
① 	3年次後期終了時のGPAが3.4以上であること。
②卒業研究Bの単位を修得していること。
● 3.5 年間で卒業の場合
① 	4年次前期終了時のGPAが3.3以上であること。
②卒業研究Bの単位を修得していること。

ロボット・
メカトロニクス学科

早期卒業判定時（3年次後期終了時および 4年次前
期終了時）のGPAが 3.4 以上であること。

2011 年度以前
カリキュラム

情報メディア学科

● 3年間での卒業の場合
3 年次後期終了時のGPAが 3.4 以上であること。
● 3.5 年間で卒業の場合
4 年次前期終了時のGPAが 3.3 以上であること。

ロボット・
メカトロニクス学科

①	早期卒業判定時（3年次後期終了時および 4年次
前期終了時）のGPAが 3.4 以上であること。
②特別研究Ⅰ・Ⅱの単位を修得していること。

10　前期末卒業（卒業条件を満たさず卒業延期になった者対象）
10-1　前期末卒業の条件
　4年次に合算して 12ヶ月以上在学（休学期間は在学期間に含まない）した者を対象に前期

末卒業判定を実施します。判定時に休学中の者は対象としません。卒業所要単位数など所定の

卒業条件を満たしたときは、前期末卒業（9月 10日付）となります。

（所定の卒業条件）
卒業条件は、入学した年度に学生に提示している卒業条件を適用する。

10-2　前期末卒業の希望確認（意志確認）の手続きについて
（1）年度末卒業判定が行なわれ卒業延期者が確定した 3月の成績通知後に、学科長または

学生アドバイザーから卒業延期者に対し「前期末卒業判定」が説明されます。
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　　⇒	卒業延期者は、UNIPA【個人別情報】に表示されている連絡先に誤りがないか確認

してください。

　　　（後日、前期末卒業に関する連絡を学科から行う場合に使用します。）

（2） 9月上旬の成績通知後に、「前期末卒業の対象者（前記の卒業条件を満たした者）」に対し、

前期末卒業の希望確認（意志確認）を行います。卒業時期の確認手続きは以下により

ます。

　　　（卒業時期の確認手続）時期：9月上旬

○対象学生への卒
業時期の意志確認

前期成績が確定後、前期末卒業判定が実施され、判定結果が学
科長へ通知されます。その結果を受け、学科長又は学生アドバ
イザ－が、前期末卒業条件を満たした対象者全員に、前期末卒
業（9月 10日付卒業）とするか、または、翌年 3月卒業とする
かの卒業時期の希望を確認します。

○卒業時期の確定 対象学生への意志確認
①	対象学生の意志確認ができ学生が前期末卒業を希望する場合、
または、対象学生の意志確認が出来ない（連絡がつかない）
場合
　⇒ 9月 10日付で卒業となります。
②	対象学生より「翌年 3月に卒業したい」旨の申請があった場合、
定められた期間内に「翌年 3月に卒業を希望する」旨の申請
書（対象学生及び保証人の署名・捺印が必要）を学部長宛に
提出する事により、翌年 3月に卒業時期が変更となります。
　※�後期も在籍となることから学費の支払い義務が発生します。
保証人と充分相談し、希望を決定してください。

10-3　前期末卒業のための通年科目前期末評価実施願
　前年度卒業延期者が通年科目を再履修して前期末卒業を希望する場合は、その科目の履修届

を提出するだけでなく、「前期末卒業のための通年科目前期末評価実施願」を必ず提出しなけ

ればなりません。（用紙は工学部・未来科学部事務部にあります。）

　（手続き）
　卒業延期者のうち、通年科目を前年度までに少なくとも 1年間履修し単位未修得の者で、

前期末卒業の可能性があると本人が判断し前期末卒業を希望する者は、前期履修登録期間に「前
期末卒業のための通年科目前期末評価実施願」を 1科目につき 1部ずつ提出してください。
　①通年科目であれば必修科目・選択科目を問いません。

　②後期科目はこの手続きの対象外です。

※	修得できた科目の単位は、前期末卒業できた場合、また、前期末卒業できずに翌年 3月に

卒業する場合にも、修得科目として、卒業所要単位数に算入されます。
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学生ポータルサイト　「DENDAI － UNIPA」

　1．学生ポータルサイト「DENDAI － UNIPA」について

　学生ポータルサイトDENDAI － UNIPAは、履修登録・時間割確認・シラバス閲覧・掲

示確認・成績照会・課題提出など、様々な機能を使用することができるシステムです。

　本学で学生生活を送る上で必ず使用することになります。

　また、個別の学生呼出しなども「DENDAI － UNIPA」上で行いますので、１日に複数回、

確認するよう心がけてください。

　2．「DENDAI － UNIPA」閲覧可能パソコンについて

　「DENDAI － UNIPA」は、インターネットに接続可能なパソコンであれば、学内のPC

やキヨスク端末はもとより自宅や下宿などからも自由に閲覧することができます。

動作環境について

　「DENDAI － UNIPA」を使用するには、Internet	Explorer7 以降、Firefox3.6 以降の

WWWブラウザが必要となります。

　本文中に記載の「画面のデザイン」や「メニュー（機能）構成」等は今後変更等になる場

合があります。
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DENDAI － UNIPAへのアクセス・ログイン

　1．DENDAI － UNIPAへのアクセス・ログイン方法

1 　学生ポータルサイト「DENDAI － UNIPA」へアクセスします。
　　　　　https://portal.sa.dendai.ac.jp

2 　ログイン画面が開きます。

3 　User�ID に「学籍番号」を入力、PassWord に「パスワード」を入力し、　　　　　　
　　をクリックします。（図 1）

※　	ログインには本学のネットワークを利用するための ID（学籍番号）およびパスワ
ードが必要です（例：13ee999　※学籍番号の英字部分は小文字で入力してくだ
さい。）。

※　新入生への初期パスワードは入学時にお知らせいたします。
※　	「パスワード」は定期的な変更が義務づけられています。変更しないままにしてお
くと履修登録などの重要な手続きに支障をきたす可能性がありますので十分に注
意してください。

図 1　ログイン画面
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4 　入力した学籍番号やパスワードに誤りがある場合は、エラーメッセージが表示されま
　　す。（図 2）
　　　正しく入力しているにもかかわらず、エラーメッセージが出る場合は総合メディアセ

　　ンターまたは工学部・未来科学部事務部に申し出てください。

図 2　ログインエラー表示
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　2．DENDAI － UNIPAの画面構成

①　メニュー

　　各種機能のメニューです。項目は変更する場合があります。

②　トップページ切り替えタブ

　　トップページの画面を切り替えることができます。

　　 ポータル 　お知らせ・スケジュール・授業情報などが表示される画面です。

　　 クラスプロファイル 　授業ごとに様々な機能を使用することができます。

　　 マイステップ 　自分自身の学習記録を記録することができます。（教職カルテなど）

③　お知らせ

　　	各種掲示情報や学生呼出、授業の休講・補講・教室変更、ガイダンス情報、履修に関す

る連絡等、大切な情報が表示されます。

④　スケジュール・授業情報

　　	大学側があらかじめ登録した学内のイベント・授業情報等のスケジュールが確認できま

す。

　　また、 スケジュール 　ボタンから自分の予定を登録することもできます。

⑤　お気に入り

　　	大学側があらかじめ設定したリンクのほか、 編集 　ボタンから自分のお気に入りの

Webサイトの登録ができます。

図 3　トップページ（ポータル画面）
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　3．注意事項

（1）セッションタイムアウト
　	　ログインしてから 30分操作がない場合、自動的に接続が切断され、再度ログインが必

要になります。履修登録の際は特にご注意ください。

図 4　セッションタイムアウト

（2）システムメンテナンスによる停止
　　毎日午前 3：00から 5：30に、システムメンテナンスを行います。

　　この時間帯は「DENDAI － UNIPA」を使用することはできません。

　　その他、臨時メンテナンスを行う場合があります。

（3）前の画面に戻る
　	　前の画面に戻る場合、必ず「DENDAI － UNIPA」の画面内の ボタンを使用し

てください。

　	　画面内に ボタンがない場合は、画面上部の ホーム タブや、各種メニュー

タブから元の機能に戻ってください。

　	　ブラウザの「戻る」機能では、ブラウザによっては「Webページの有効期限が切れて

います」などが表示される場合があります。
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（4）ポップアップブロック
　	　DENDAI － UNIPAでは、ポップアップ画面として表示される画面がいくつかありま

す。操作方法どおりに操作しても次の画面が表示されない場合、ブラウザのポップアップ

ブロック機能が働いている可能性が考えられます。

　	　そのような場合、ポップアップブロック機能を解除する必要があります。お使いのブラ

ウザによって設定方法が異なりますので、ログイン画面下部の「ポップアップブロックに

ついて」を参照してください。
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掲示情報の確認

　1．掲示について

　１．掲示について
　	　東京千住キャンパスでは、皆さんへの連絡事項を行う「掲示」をUNIPA上で行います。

掲示には、学生個人宛のもの、該当する学年・学科宛のもの、対象科目を限定したものな

どの種類がありますが、全てあなたに関係のあるものが配信されますので、一日に複数回

UNIPAを確認してください。

掲示情報画面

※　	各種手続き等の方法や期間などが掲示されますので、毎日必ず確認してください。
※	　	大学からメールや電話で連絡が届く場合もありますが、原則的にはUNIPAでの

掲示にて各種連絡を行います。
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シラバスの閲覧

　1．オンラインシラバスについて

　１．オンラインシラバスについて
　オンラインシラバスとは、	担当教員が作成する講義要目（シラバス）を、インターネット

を介して閲覧することができるシステムです。	

　シラバスには、	科目名、	単位数、担当教員名、	目的概要、	テーマ・内容、	評価方法、	教科書

名、	質問への対応	（オフィスアワー）、クラス分け情報、ガイダンス情報	等が掲載されてい

ます。授業科目の概要をつかんだ上で履修計画を作成するためによく確認してください。授

業の進度に応じて、シラバス内容を更新する場合もあるので、常時確認してください。
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　2．シラバスの閲覧方法

　 1 　学生ポータルサイト「DENDAI － UNIPA」へアクセス、ログインします。
　　　　　https://portal.sa.dendai.ac.jp

　 2 　画面上部のメニューから 授業 ⇒ シラバス照会 をクリックしてください。

　 3 　シラバス検索画面が開きます。
　　　　科目名称／教員氏名／曜日時限／キーワード（シラバスの全文検索ができます）の　
　　　一部または全部を入力し、 検索 をクリックしてください。

※	　	シラバス検索画面の【学科組織】欄にはログインしている学生の所属が自動的に
選択されます。

　　	他学部や大学院のシラバスを検索したい場合などは、【学科組織】欄を変更してか
ら検索してください。

※　	うまく検索結果が表示されない場合、【教員氏名】などの語句を全角カタカナで入
力することを推奨します（漢字の字体の違いによる検索漏れを回避できます）。
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　 4 　検索結果画面に科目が表示されますので、目的の科目名をクリックしてください。

　 5 　選択した科目のシラバスが表示されます。

※　	クラス分け情報、ガイダンス情報（シラバス下部）に指示が記載されている場合
がありますので、学期開始前から履修登録期間の間は、よく確認してください。
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　3．他画面からのシラバス参照

　オンラインシラバスは、「履修登録画面」「学生時間割画面」「クラスプロファイル」から

も参照することができます。科目名をクリックすると、シラバス画面が開きます。

　履修登録中／履修登録後に自分の履修予定／履修済の授業内容を確認したい場合は、上記

各メニューの画面から閲覧すると便利です。
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Webによる履修登録方法

　0．全体の流れ

　履修登録は、原則として学生ポータルサイト「DENDAI － UNIPA」上で行うことになり

ます。履修登録は以下のような手順で行います。

1 　DENDAI － UNIPAへのログイン

2 　履修希望科目の選択

3 　エラーチェック

4 　履修登録の確定

5 　進級見込判定・卒業見込判定

6 　履修登録科目の確認方法

7 　履修登録に関する FAQ
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　1．DENDAI － UNIPAへのログイン

　学生ポータルサイト「DENDAI － UNIPA」へアクセス、ログインします。
　　https://portal.sa.dendai.ac.jp

※　	DENDAI － UNIPA は、ログイン後 30 分間操作がないとタイムアウトになり、
再度ログインが必要になります。

　　	確定前の履修登録情報が消えてしまう可能性がありますので、あらかじめ紙に履
修計画を書くなどしてから履修登録を行ってください。
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　2．履修希望科目の選択

1 　「履修登録」画面の選択
　　　画面上部のメニューから 履修登録 をクリックします。（図 1）

	

図 1　メニュー

2 　授業時限の選択
　　　編集したい授業時限のコマの中の選択ボタンをクリックします。（図 2）

　　　※集中講義は画面左下の 集中講義 にある選択ボタンから履修できます。

図 2　履修登録画面
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3 　履修可能科目から科目を選択
　　　「授業の追加」画面に開講科目が表示されますので、履修したい科目にチェックを

　　入れて 確定 をクリックします。（図 3）

※　	同じ科目名が複数ある場合は、ガイダンスの指示やシラバスのクラス分け情報、
掲示などで教員氏名をよく確認してから選択してください。

※「	授業の追加」画面では、科目名をクリックすることでシラバスを確認できます。

図 3　授業の追加画面

4 　選択した科目の確認および取消方法
　　「授業の追加」画面で追加した科目が、履修登録画面に表示されているか確認しま

　す。（図 4）

　　科目を取り消す場合は 削除 をクリックします。

図 4　履修した科目の確認
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　3．エラーチェック

1 　履修希望科目を全て選択したら、 ボタンをクリックします。
　　　何らかの条件で履修することができない科目が選択された場合、履修時間割の曜日

　　時限コマがピンク色に表示されます。（図 5）

2 　エラーメッセージが出た場合は、画面上部の［登録内容にエラーがあります］のメッ
　　セージをクリックし、「エラー内容の確認」画面でエラー内容を確認の上、修正をしてく
　　ださい。（図 6）

3 　エラーがなくなるまでチェックを繰り返します。
　　　※エラー内容について不明な点がある場合は、速やかに工学部・未来科学部事務部　

　　　　に申し出てください。

4 　エラーが全てなくなると最終確認に進みます。

図 5　チェック後の画面（エラーあり）

※　エラーが出ている場合は、登録が未完了です。必ずエラーは修正してください。
※　	エラーの修正を試みてもエラーが消えない場合には放置せず、履修登録期間内に

工学部・未来科学部事務部窓口まで申し出てください。
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主なエラーメッセージの例
　【同名科目 (または同一科目 )を複数履修している場合】

　　　　　⇒「既修得。」

　　　　　⇒「科目重複。同じ科目がすでに登録されています。」

　　　　　⇒「複数回修得不可の科目を複数回履修しています。」

　　　　　⇒「同じ振替科目を複数履修することは出来ません。」

　【同じ曜日時限に履修することが出来ない複数の科目を選択している場合】

　　　　　⇒「時間割重複。」

　【履修上限単位数を超えて履修登録をした場合】

　　　　　⇒「時間帯で指定された上限授業数を超えています。」

図 6　「エラー内容の確認」画面
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　4．履修登録の確定

　エラーチェックの結果、エラーがなければ ボタンが ボタンに変わり、画

面上部には［エラーはありません。］のメッセージが表示されます。（図 7）

　履修登録画面に表示されている科目・担当教員氏名に間違いがないかどうか再度確認し、

修正したい場合は「授業の選択へ戻る」ボタンを、修正が必要ない場合は ボタンを

クリックします。

　履修を一度確定した後も、履修登録期間内であれば履修内容の変更は可能です。

図 7　チェック後の画面（エラーなし）

※　「確定」をクリックする前に、登録モレがないかを確認してください。
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　5．進級見込判定�・�卒業見込判定

　1年～ 3年次生は［進級見込判定］、4次生は［卒業見込判定］を行うことができます。

1 　画面上部のメニューから 成績関連 → 卒業見込判定 または 進級見込判定

　　を選択してください。（図 8）

図 8　進級・卒業見込判定選択

2 　判定結果が表示されます。（図 9）
　　　単位数や科目数の不足が表示された場合は、不足を補うよう履修計画を立ててくだ

　　さい。

図 9　進級見込判定結果

※　	進級・卒業見込判定は何度でも行うことができます。履修登録内容を変更するた
びに見込判定画面を確認することをお勧めします。

※　	判定は、履修登録した科目を全て修得した場合に、各判定の要件を満たすか否か
を表示する機能です。
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　6．履修登録科目の確認方法

　履修登録を確定すると、［履修登録が完了しました。］のメッセージと 時間割の印刷

ボタンが出現します。（図 10）

　履修内容の確認のために、必ず「時間割表の印刷」ボタンでプリントアウトを行い、各自

保管してください。

図 10　履修完了画面

※　	履修する科目全てについて、科目名・曜日時限・担当教員名、クラス等に誤りが
ないかを確認してください。履修登録していない科目は採点の対象とならないた
め、単位を修得することはできません。
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　7．履修登録に関する FAQ

Ｑ　パスワードがわからない（忘れた）。
Ａ　	総合メディアセンターにお問合せください。再発行となる場合もありますので、履修登
録前にパスワードの確認を事前に行ってください。

Ｑ　ログインできない。
Ａ　	学籍番号を半角小文字で入力していない、もしくはパスワードが間違っている可能性が
あります。再度、入力してみてください。

Ｑ　携帯電話等から履修登録できますか？
Ａ　動作確認されていません。動作確認済みの環境で履修登録してください。

Ｑ　履修登録できない科目がある。
Ａ　	すでに修得している、時間割上重複している、カリキュラム年度が異なる等、さまざま
な理由が考えられます。工学部・未来科学部事務部窓口に申し出てください。

Ｑ　何度修正してもエラーメッセージが消えない。
Ａ　そのまま放置せずに、速やかに工学部・未来科学部事務部窓口に申し出てください。

Ｑ　午前 3時～ 5時 30分の間は履修登録期間であっても履修登録ができないのですか？
Ａ　システムメンテナンスを行っていますので、履修登録はできません。

Ｑ　再履修はどのように履修登録するのか？
Ａ　	新規履修と同様に履修登録を行ってください。また授業内・シラバス・掲示などで指示
がある場合はそれに従ってください。

Ｑ　履修登録したはずなのに、確認画面に載っていないのはなぜか？
Ａ　	履修登録の「最終確認」で「確定」をクリックしていない可能性があります。「確定」
をクリックしないと、選択内容は登録されません。

Ｑ　履修登録後に登録間違いに気がついた。
Ａ　	一度履修確定した後も、履修登録（履修登録修正）期間内であれば、履修内容の変更は
可能です（一部科目を除く）。期間終了後は変更が不可能ですので、ご注意ください。

　　
Ｑ　	Ｗｅｂ履修登録中（ログイン中）に履修登録受付終了時間となったが、履修登録は可能
なのか？

Ａ　	ログイン中であっても、履修登録受付終了時間を過ぎると、履修登録は不可能となりま
す。時間の余裕をもって履修登録をしてください。

Ｑ　担当教員が履修登録を許可しているのに、履修登録できない科目がある。
Ａ　工学部・未来科学部事務部窓口に申し出てください。
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履修登録用	下書き

※	あらかじめ履修計画を立ててから履修登録を行うことをお勧めします。

　【前期】（通年）

時限 月 火 水 木 金 土

集中講義

　【後期】（通年）

時限 月 火 水 木 金 土

集中講義
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クラスプロファイル

　1．クラスプロファイルについて

　クラスプロファイルでは、履修している授業について、授業資料のダウンロードや課題の

提出などを「DENDAI － UNIPA」上で行うことができます。

　教員からの指示等に応じて、クラスプロファイルの各機能を使用してください。

※　	履修登録を行っていない授業科目については、クラスプロファイル機能を使用す
ることができませんのでご注意ください。

※　クラスプロファイルの各機能は、追加・削除を行う場合があります。
※　	クラスプロファイルの閲覧、データのダウンロードなどは当該科目の学期最終週
後に使用できなくなります。必要な資料は各自の環境に保存してください。
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（1）画面構成

①曜日リスト
　曜日をクリックすると時限ごとに履修している授業名が表示されます。

　［課題管理］に新着情報がある場合は授業名の右に が表示されます。

②授業表示欄
　曜日リストで選択した授業の情報が表示されます。

③アプリケーションエリア
　②の授業表示欄に表示されている授業に対し、使用可能な機能の一覧です。

（2）クラスプロファイルの基本操作

1 　「DENDAI-UNIPA」にログインし、トップページから クラスプロファイル

　　をクリックします。

2 　画面左の①曜日リストから曜日を選択すると、その曜日に履修している授業科目が
　　表示されます。
　　　科目名をクリックすると、②授業表示欄に表示されます。

3 　画面中央の③アプリケーションエリアから、使用したい機能のボタンをクリックし
　　ます。
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　2．授業資料のダウンロード方法

　教員が「DENDAI － UNIPA」上にアップロードした授業資料をダウンロードすることが

できます。（履修登録した学生のみ）

1 　曜日リストから授業を選択し、アプリケーションエリアから 授業資料 をクリッ
　　クすると、選択した授業の資料が一覧で表示されます。

2 　授業資料一覧画面でタイトルをクリックすると、下に詳細情報が表示されます。
　　　ファイル名の右の をクリックすると資料をダウンロードできます。
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　3．授業課題の提出方法

　教員から出された課題を「DENDAI － UNIPA」上で確認・提出することができます。

1 　アプリケーションエリアの 課題提出 をクリックすると、選択した授業に課題が
　　あれば、課題の一覧が表示されます。

2 　課題一覧画面で課題名をクリックすると、次画面に教員の登録した課題の詳細内容が
　　表示されます。教員が添付ファイルを登録した場合は、この画面に表示されます。

課題詳細欄

提出欄
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3 　「提出」欄では「コメント」もしくは「添付ファイル」で課題の提出を行います。
　　　添付ファイルで提出する場合は、 参照 をクリックします。

4 　添付するファイルの選択をした後、必ず 追加 をクリックします。 追加 を
　　クリックすると、下に添付したファイル名が表示されます。

※　	教員が設定した提出可能ファイル数によっては、ファイルを複数添付することも
可能です。（1ファイルにつき 10MBがアップロードできる上限です。）

　　なお、拡張子のないファイルや、exe形式のファイルは添付できません。

5 　最後に右下の 提出 をクリックします。

6 　課題の提出後は、課題一覧画面に提出日時が表示されます。
　　　必ず提出できているか否か（添付資料がある場合、アップロードされているか否か）

　　を自身で確認してください。

7 　課題によっては、提出後、提出期限内であれば修正することができます。
　　　その場合は、上記の提出日時をクリックし、課題の修正を行い、再度 提出 をク

　　リックしてください。

ファイル添付前

ファイル添付後
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出席確認

　1．出席情報の確認について

　学生証による出席管理が可能な教室で授業を行っている科目については、出席情報を

DENDAI － UNIPAで確認することが出来ます。出席管理と学生証の操作方法については、

第 1章 1-2 出席についてを参照してください。

1 　画面上部のメニューから 授業 → 出席確認 をクリックすると、出席状況が表
　　示されます。

2 　出席確認画面で、反映されているデータを確認することが出来ます。

出席情報の確認画面

※　	出席情報が反映されるのは、履修登録が完了した後です。学期の初めのうちは、
出席情報が反映される科目とされない科目があります。出席情報が正確に反映さ
れる準備が整った後、掲示にてその旨周知します。それまでは暫定的な情報とし
てご確認ください。

※　その他、次ページ「よくある質問」を参照してください。
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出席確認に関するよくある質問

Ｑ　出席データはいつUNIPAへ反映されますか？

Ａ　原則授業日の翌日午前 5時 30分にUNIPAへ反映されます。

Ｑ　学生証をタッチしましたが出席になっていないのはなぜですか？

Ａ　①	当該授業であると認識できる範囲は、授業開始の 10分前から授業終了までです。

　　　そのため、授業開始の 10分以上前にタッチしてしまうと出席として扱われません。

　　　	学生証をタッチした時間については、入退館管理システム（MARCO（マルコ）

システム※）より確認できます。

　　　	共通認証の IDとパスワードを入力後、メニューの「出席管理」→「あなたの足跡」

を選択すると別ウィンドウが開きますので、「読取日」に確認したい日付を設定し、

「レポートの表示」をクリックしてください。10分以上前にタッチしてしまった

ことが確認できた場合は、画面のハードコピーを印刷し担当教員に相談してくださ

い。

　　②	出欠を厳格に管理されている先生の場合、タッチされた時間や授業態度等を基に

UNIPAの出席記録を修正されることがあります。身に覚えがある場合は担当教員

に質問してください。

Ｑ　連続した授業は最初のコマの部分しか出席が反映されないのですか？

Ａ　はい。その通りです。他方、出席率はコマ数を基準に計算されます。

　　	例えば月曜日 3、4限の授業に全て出席した場合の出席率は原則的に「50%」と表

示されます。

Ｑ　	授業に出席しましたがMARCOシステムにも反映されていません。どうすればよい

ですか？

Ａ　	学生証が正しく認識されなかった可能性がありますので担当教員に相談してくださ

い。

　　	その際、授業ノート、配布物等を事前に用意しておいてください。なお、工学部・未

来科学部事務部では出席の確認は行えませんのでご了承ください。

Ｑ　学生証を忘れてしまったのですが、どうすればよいですか？

Ａ　	2 号館 1階の受付にて IDの発行を行ってください。当日はそのカードを使用してく

ださい。

※入退館管理システム（MARCO（マルコ）システム）

　https://marco.ms.dendai.ac.jp/
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成績確認

　1．成績の確認について

　自分の成績をDENDAI － UNIPAで確認することが出来ます。

1 　画面上部のメニューから 成績関連 → 成績照会 をクリックすると、成績照会
　　画面が表示されます。

成績照会画面

※　	「単位修得状況」欄の卒業要件は学部・学科 (コース )により異なります。
※　	「単位修得状況」欄に「任意選択」という区分が表示される学科 (コース )の場合、

機能上、その区分には単位数が表示されません（任意選択区分については、学修
案内の項を参照）。同区分の単位を表示できないというシステム上の制約はありま
すが、集計欄を出すことにより、利便性が高まると判断し表示させています。
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その他の主な機能

　1．個人別情報について

自分の個人情報をDENDAI － UNIPAで確認することが出来ます。

1 　画面上部のメニューから 個人別情報 → 学籍情報照会 をクリックすると、学
　　籍情報照会画面が表示されます。
　【主な情報】

　・学内の属性に関する情報・・・学科、学年、カリキュラム年度などの情報

　・個人の属性に関する情報・・・現住所、保証人の連絡先などの情報

　・個人の学業に関する情報・・・過去のGPA値などの情報

　　※項目は追加・削除される場合があります。

個人情報照会画面

※　	住所や保証人の連絡先等が変わった場合は、速やかに学生支援センターに申し出
て変更手続きを行ってください。
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　2．メール設定について

メールアドレスの登録をDENDAI － UNIPAで行うことが出来ます。

1 　画面上部のメニュー項目の上にある メール設定 をクリックすると、メールアド
　　レスの登録が表示されます。
　　	　「受信メールアドレス (PC)」には、大学から付与される学籍番号がついているメール

アドレスが設定されています（変更不可）。

　　	　このアドレスのほか、「受信メールアドレス (携帯 )」の欄にメールアドレスを登録す

ることが可能です（「携帯」とありますが、携帯電話のメールアドレス以外でも登録可）。

	

	

メールアドレス設定画面

※　	掲示情報は原則としてDENDAI － UNIPAのみに配信されますが、急を要するも
のや重要度の高い掲示はメールアドレスにも同時配信されることがあります。
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　3．時間割について

時間割情報をDENDAI － UNIPAで確認することが出来ます。

1 　画面上部のメニューから 時間割 をクリックすると、時間割メニューが複数表示さ
　　れます。
　　　時間割は「カレンダー表示」または「一覧表示」で見ることが出来ます。

時間割の種類 表示される内容

学生時間割表 履修登録をした科目が表示される時間割。
履修確定前でも、履修状態にある科目は表示されます。

教員用時間割 教員ごとの時間割表を検索することが出来ます。

授業時間割表 自分のカリキュラム、自分の所属する学年次以下の科目が
全て表示されます (他学部の科目などは表示されません )。

※　	時間割を見る際は、科目担当教員名の間違い等がないように注意してください。
特に自分の学年以外の科目・他学科の科目などを見る際は、学生要覧の「授業科
目配当表」なども確認し間違いのないように気をつけてください。

上級学年や自学科以外の時間割を表示させる方法
※「一覧表示」の形式です。
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授業科目配当表
共通教育科目
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授業科目配当表
建築学科
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授業科目配当表
情報メディア学科
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授業科目配当表
ロボット・メカトロニクス学科
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第 3章
学則および諸規程

赤網掛け部分が変更点です。
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１　東京電機大学　学則
第１章　総　　則

第１条�（目的・使命）本大学は、学校教育法による最高の教育機関として、民主的社会人とし
ての教養を涵養するとともに、深く専門の学芸を教授・研究し、その知的道徳的能力を展開

させ、もって優秀な人材を養成することを目的とする。

２　本大学は、第３条第１項に定める学部及び学科における人材の養成に関する目的その他の

教育研究上の目的を各学部の学部規則に定める。

第２条（自己評価等）本大学においては、教育研究水準の向上を図り、大学の目的及び社会的
使命を達成するため、本大学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行

い、その結果を公表するものとする。

２　前項の点検及び評価は、その趣旨に則して適切な項目を設定し、かつ適切な体制のもとに

行う。

３　本大学は、第１項の点検及び評価の結果について、学外者による検証を行うよう努めるも

のとする。

４　本大学は、教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広く周知を図ることが

できる方法によって、積極的に情報を提供するものとする。

第２章　組　　織

第３条（学部・学科の組織）本大学に、次の学部及び学科を置く。
工学部	 工学部第二部	 理工学部	 情報環境学部	 未来科学部

　電気電子工学科	 電気電子工学科	 理工学科	 情報環境学科	 建築学科

　環境化学科	 機械工学科	 	 　	 情報メディア学科

　機械工学科	 情報通信工学科	 　	 　	 ロボット・メカトロニクス学科

　情報通信工学科	

２　前項の各学科の入学定員、編入学定員および収容定員は、別表第１とする。

３　第１項に定める各学部に学部規則を定める。

４　前項の学部規則に、次の事項を定める。

　①　学部・学科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

　②　学年・学期に関する事項

　③　教育課程及び単位に関する事項

　④　成績及び卒業に関する事項

　⑤　その他、大学則施行上の必要事項

第４条（大学院）本大学に、大学院を置く。大学院に関する規則は別に定める。
第５条（総合メディアセンター・研究推進社会連携センター等）本大学に、総合メディアセン
ターを置く。
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２　本大学に、研究推進社会連携センターを置く。

　①　研究推進社会連携センターに、総合研究所を置く。

３　本大学に、国際センターを置く。

４　前２項のほか、実習工場、その他教育・研究に必要な施設を置く。

第３章　運営の機関及び教職員

第６条（学長・学部長等）本大学に、学長を置く。学長は、校務をつかさどり、大学を代表す
る。学長の選出に関する規則は、別に定める。

２　各学部に、学部長を置く。学部長は当該学部に関する学務をつかさどる。

３　前２項のほか、教育・研究の運営上必要な職を置く。

第７条（職員）教育職員として、教授、准教授、講師、助教及び助手を置く。
２　事務職員、技術職員及び必要な職員を置く。

第８条（学部教授会）各学部に、教授会を置く。
２　教授会は、その学部の教授をもって組織する。ただし、必要があるときは、その学部の准

教授及び専任の講師を、教授会構成員とすることができる。

３　教授会は、学部長が招集する。

第９条（連合・合同教授会）工学部及び工学部第二部については、その連合教授会をひらくこ
とができる。

２　学長は、全学部の合同教授会を招集することができる。

第 10条（審議事項）教授会は、その学部に関する次の事項を審議する。
　①　学生の入学・進級・卒業・休学・退学等に関する事項

　②　学位授与に関する事項

　③　教育課程及び授業に関する事項

　④　履修・試験・成績等に関する事項

　⑤　学生の厚生補導及び賞罰に関する事項

　⑥　大学則及び学部規則の改正に関する事項

　⑦　学部長の推挙に関する事項

　⑧　学科長及び系列主任の選定に関する事項

　⑨　教授、准教授、講師、助教及び助手の人事に関する事項

　⑩　学部長が諮問した事項

　⑪　その他教育・研究に関する事項

２　教授会は、大学全般にわたるもしくは各学部に共通する次の事項を審議する。

　ただし、必要があるときは、合同教授会においてこれを審議する。

　①　学長の推挙に関する事項

　②	　学長室長、学長補佐、教育改善推進室長、入試センター長、学生支援センター長、国際

センター長、研究推進社会連携センター長及び総合メディアセンター長の選定に関する事

項
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　③　学長が諮問した事項

　④　その他の重要な事項

第４章　修学期間及び授業

第 11条（修業年限）修業年限は、４年とする。
第 12条（最長在学年限）最長在学年限は、８年とする。ただし、編入学、転入学及び再入学
した者の最長在学年限は、その者の在学すべき年数の２倍に相当する年数とする。

第 13条（学年・学期・授業期間）学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31日に終る。
２　学年を前学期及び後学期に分け、その期間については各学部において定める。

３　１年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、35週にわたることを原則とする。

４　各授業科目の授業は、15週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし、教育上

特別の必要があると認められる場合は、これらの期間より短い特定の期間において授業を行

うことができる。

第 14条（休業日）休業日は、次の通りとする。
　　　日		曜		日

　　　国民の祝日に関する法律に規定する休日

　　　創立記念日　９月 11日

　　　夏季休業

　　　冬季休業

　　　春季休業

２　夏季休業、冬季休業及び春季休業の期間については、各学部においてその都度定める。

３　必要があるときは、休業日を変更し、または臨時に休業日を定めることができる。

４　休業中でも、特別の必要があるときは、授業を行うことがある。

第 15条（授業の時）工学部、理工学部、情報環境学部及び未来科学部は昼間に、工学部第二
部は夜間に、授業を行う。

	

第５章　教育課程及び単位

第 16条（教育課程の編成方針）本大学においては、学部及び学科または課程等の教育上の目
的を達成するために必要な授業科目を開設し、体系的に教育課程を編成する。

２　教育課程の編成に当たっては、当該学部及び学科に係る専門の学芸を教授するとともに、

幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するよう配慮する。

３　本大学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するもの

とする。

４　本学は、学生に対して、授業の方法及び内容並びに 1年間の授業の計画をあらかじめ明

示するものとする。
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第 17条（授業科目）授業科目については、各学部規則において定める。
２　各授業科目を必修科目、選択科目及び自由科目に分け、各年次に配当して編成する。ただ

し、自由科目の単位数は、卒業に必要な単位数に算入しない。

３　共通教育科目として、特定の主題について２以上の科学の分野にわたる内容を総合した科

目を設けることができる。

第 18条（履修の要件）履修の要件については、各学部規則において定める。
２　学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業の要件として修得すべき単

位数について、１年間または１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限は、

各学部において定めるものとする。

３　所定の単位を優れた成績をもって修得した学生について、前項に定める上限を超えて履修

科目の登録を認定することについては、各学部において定めるものとする。

第 19条（他学部等の科目履修）本大学の学生が所属する学部の他学科または他学部の学科に
おいて履修し、修得した授業科目の単位のうち、教授会が教育上有益と認めたものは、当該

学生が所属する学科における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２　前項により修得したものとみなすことのできる科目及び単位数等は、各学部において定め

るものとする。

第 20条（教員の免許状授与の所要の資格の取得）教育職員の免許状を取得しようとする者は、
教職に関する科目及び必要な授業科目を修得しなければならない。

２　本大学において取得できる免許状の種類は別表第２とし、教職課程に関する科目及び必要

な授業科目は各学部規則において定める。

第 21条（単位の算定基準）各授業科目の単位数は、各学部教授会において定めるものとする。
２　授業科目の単位数の算定に当たっては、１単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする

内容をもって構成することを標準とし、原則として、授業の方法に応じ、次のとおり単位数

を計算するものとする。

　①　講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲の授業をもって１単位とする。

　②　実験、実習、製図及び実技については、30時間から 45時間までの範囲の授業をもっ

　て１単位とする。

３　前項の規定にかかわらず、卒業研究等の授業科目については、その学修の成果を考慮して

単位数を定めることができる。

第６章　試験、成績、進級、卒業及び学位授与

第 22条（履修届）学生は、履修する授業科目につき、指定の期限までに、履修届を提出しな
ければならない。

第 23条（試験）授業科目の履修終了の認定のため、試験を行う。ただし、授業科目によっては、
平常の成績をもって試験に代えることができる。

第 24条（試験の方法・時期）試験は、筆記、口述、または論文審査等の方法により行う。
２　試験の時期は、学期末とする。ただし、必要があるときは、その他の時期においても行う
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ことができる。

第 25条（受験資格）学生は、本学則及びこれに基づいて定められた規則に従って履修した授
業科目についてのみ、試験を受けることができる。

第 26条（成績評価・単位認定）授業科目の成績評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤとし、Ｓ、Ａ、
Ｂ及びＣを合格とし、Ｄを不合格とする。

２　合格した授業科目については、その授業科目について定められた単位を与える。

３　本学は、第 1項に係る成績評価及び卒業の認定にあたっては、客観性及び厳格性を確保

するため、学生に対してその基準をあらかじめ明示するととともに、当該基準に従って適切

に行なうものとする。

第 27条（他の大学等における授業科目の履修等）本大学の学生が本大学に入学した後に他の
大学または短期大学において履修した授業科目について修得した単位のうち、教授会が教育

上有益と認めたものは、60単位を超えない範囲で本大学における授業科目の履修により修

得したものとみなすことができる。

２	前項の規定は、本大学の学生が、外国の大学または短期大学に留学する場合及び外国の大

学または短期大学が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合について

準用する。

第 28条（大学以外の教育施設等における学修）本大学の学生が行う短期大学または高等専門
学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、教授会が教育上有益と

認めたものは、本大学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。

２　前項により与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項により本大学において修

得したものとしてみなす単位数と合わせて 60単位を超えないものとする。

第 29条（入学前の既修得単位等の認定）本大学の学生が本大学に入学する前に大学または短
期大学において履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生によって修得した単

位を含む。）のうち、教授会が教育上有益と認めたものは、本大学に入学した後の本大学に

おける授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２　本大学の学生が本大学に入学する前に行った前条第１項に規定する学修を、教授会が教育

上有益と認めたものは、本大学における履修とみなし、単位を与えることができる。

３　前２項により修得したものとみなし、または与えることのできる単位数は、編入学、転入

学等の場合をのぞき、本大学において修得した単位以外のものについては、前々条第１項及

び第２項並びに前条第１項により本大学において修得したものとみなす単位数と合わせて

60単位を超えないものとする。

第 30条（進級）本大学においては、学生の単位修得の状況を考慮し、上級学年次に進みその
学年次に配当された授業科目を履修するための条件を定めることができる。

２	前項の条件をみたさない者は、原学年次に留年する。

第 31条（卒業）本大学は、４年以上在学し、学生が所属する学部における履修要件を満たし
た者を卒業と認定する。

２	本大学が文部科学大臣の定めるところにより、本大学の学生として３年以上在学した者（こ

れに準ずるものとして文部科学大臣が定めるものを含む。）で、卒業の要件として本大学の

定める単位を優秀な成績で修得したと認める場合の卒業の取扱いは、前項の規定にかかわら
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ず、別に定める。

第 32条（学位の授与）本大学を卒業した者には、学士の学位を授与する。
２　前項の学士の学位に付記する名称は、次のとおりとする。

	 	 工学部	 電気電子工学科	 学士（工学）（東京電機大学）

	 	 	 環境化学科	 学士（工学）（東京電機大学）

	 	 	 機械工学科	 学士（工学）（東京電機大学）

	 	 情報通信工学科	 学士（工学）（東京電機大学）

	 工学部第二部	 電気電子工学科	 学士（工学）（東京電機大学）

	 	 機械工学科	 学士（工学）（東京電機大学）

	 	 情報通信工学科	 学士（工学）（東京電機大学）

	 理工学部	 理工学科	 学士（理学）（東京電機大学）

	 	 	 学士（工学）（東京電機大学）

	 	 	 学士（情報学）（東京電機大学）

	 情報環境学部	 情報環境学科	 学士（情報環境学）（東京電機大学）

	 未来科学部	 建築学科	 学士（工学）（東京電機大学）

	 	 情報メディア学科	 学士（工学）（東京電機大学）

	 	 ロボット・メカトロニクス学科	 学士（工学）（東京電機大学）

第７章　入学、学籍の異動及び賞罰

第 33条（入学の時期）入学の時期は、学年もしくは学期の始めとする。
第 34条（入学資格）本大学に入学できる者は、次の各号のいずれかに該当する者でなければ
ならない。

　①　高等学校を卒業した者もしくは通常の課程による 12年の学校教育を修了した者

　②	　外国において、学校教育における 12年の課程を修了した者、またはこれに準ずる者　

で文部科学大臣の指定した者

　③　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設

　の当該課程を修了した者

　④	　専修学校の高等課程（修業年限が 3年以上であることその他の文部科学大臣が定める

基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める

日以後に修了した者

　⑤　文部科学大臣の指定した者

　⑥　高等学校卒業程度認定試験規則により、文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験

　に合格した者

　⑦　その他、本大学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力

　があると認めた者

第 35条（入学志願手続）入学志願者は、指定の期間内に、入学志願手続をとらなければなら
ない。
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第 36条（入学者の選考）本大学に入学するには、入学者の選考に合格しなければならない。
２　入学者の選考は、学力検査、調査書の審査、面接、健康診断等の方法により行う。

第 37条（入学手続）入学者の選考に合格した者は、指定の期日までに、保証人連署の誓約書
その他必要な書類に、別表第３に定める学費を添えて、入学の手続をしなければならない。

２　学長は、前項の入学手続を完了した者に、入学を許可する。

第 38条（保証人）学生は、在学中、保証人がなければならない。
２　保証人は、父、母、またはその他の成年者で、独立の生計を営む者でなければならない。

３　保証人は、学生の在学中の一切の事項について責任を負う。

第 39条（変更の届）学生は、氏名、本籍、住所及び保証人もしくはその住所に変更があった
ときは、すみやかに届出なければならない。

第 40条（編入学・転入学）次の各号のいずれかに該当する者が、所定の手続を経て、編入学
を願い出たときは、定員に余裕がある場合にかぎり、選考のうえ、許可することがある。た

だし、情報環境学部においては、編入学定員の範囲内において選考のうえ、許可する。

　①　大学を卒業した者

　②　短期大学を卒業した者

　③　高等専門学校を卒業した者

　④　他の大学で１年以上を修了した者

　⑤　その他法令により編入学を認められた者

２　他の大学の学生が、所定の手続を経て、転入学を願い出たときは、定員に余裕のある場合

にかぎり、選考のうえ、許可することがある。

３　前２項により編入学または転入学した者の在学年数には、本条による入学以前の学校在学

年数の全部または一部を算入する。

４　本大学の学生が他の大学に転入学を志望するときは、事情により許可することがある。

第 41条（転学部・転学科）本大学の学生が転学部または転学科を願い出たときは、定員に余
裕がある場合にかぎり、選考のうえ、許可することがある。

２　転学部または転学科した者の在学年数には、前に在籍した学部または学科の在学年数の全

部または一部を算入する。

第 42条（休学）傷病またはやむを得ない理由により、ひき続き３ヶ月以上出席することがで
きない者は、医師の診断書または理由書を添え、保証人と連署のうえ、休学を願い出て、学

部長の許可を受けて休学することができる。

第 43条（休学期間）休学期間は、休学の許可を受けた年度かぎりとする。ただし、特別の事
情があると認めたときは、願い出により、休学期間の延長を許可することがある。

２　休学期間は、通算して３年をこえることができない。

３　休学期間は在学年数に算入しない。

４　工学部、理工学部、情報環境学部及び未来科学部においては、休学者は学期ごとに、

60,000 円の在籍料を納入する。工学部第二部においては、休学者は学期ごとに 30,000 円

の在籍料を納入する。

第 44条（復学）休学した者は、休学の理由が消滅したときは、保証人と連署のうえ、復学を
願い出て、学部長の許可を受けて、復学することができる。
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２　復学の時期は、原則として、学期の始めとする。

第 45条（退学）傷病その他の理由により退学をしようとする者は、医師の診断書または理由
書を添え、保証人と連署のうえ、願い出て許可を受けなければならない。

第 46条（除籍）次の各号のいずれかに該当する者は除籍する。
　①　最長在学年数をこえた者

　②　	工学部、工学部第二部及び未来科学部においては、同一学年に通算して４年の在学をこ

えてなお進級できない者。また、理工学部においては、同一学年に通算して４年の在学

をこえてなお進級・卒業できない者

　③　学業成績が特に不良で、改善の見込みがない者

　④　第 43条第２項に定める通算休学期間をこえてなお復学しない者

　⑤　正当な理由がなく、無届で、ひき続き３ヶ月以上欠席した者

　⑥　	工学部、理工学部、工学部第二部及び未来科学部において、前期分学費を７月末日まで

に、後期分学費を１月末日までに納入しない者。情報環境学部においては、前期分学費

を 7月 15日までに、後期分学費を 12月 15日までに納入しない者

第 47条（再入学）本大学を退学した者または除籍された者が、再び入学を願い出たときは、
定員に余裕がある場合にかぎり、選考のうえ、許可することがある。ただし、懲戒による退

学者の再入学は、許可しない。

第 48条（留学）本大学の学生が、外国の大学等の授業科目を履修するため、当該大学等への
留学を希望し、かつ本人の教育上有益であると認める場合、これを許可することができる。

２　留学期間は１年を原則とする。ただし、本学が認めた大学等への短期留学については、１

年未満であっても特別に留学を認めることができる。

３　前項により認められた留学期間については、１年を限度として第 11条に定める修業年数

に算入することができる。

４　留学期間中における学費は、事情により減額もしくは免除することができる。

第 49条（表彰）学生として表彰に価する行為があった者は、学長が表彰することができる。
第 50条（懲戒）本大学の規則・規程に違反し、または学生としての本分に反する行為をした
者は、教授会の議を経て、学長が懲戒する。

２　懲戒の種類は、その情状により、退学、停学及び訓告とする。

３　前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行なう。

　①　性行不良で改善の見込みがない者

　②　本大学の秩序を乱し、その他学生としての本分にいちじるしく反した者

第８章　学費及びその他の費用

第 51条（学費及びその他の費用）入学検定料、学費及び科目等履修費は、別表第３とする。
２　学費とは、入学金、授業料、実験実習料、教育充実費をいう。

３　学費及びその他の費用は、所定の期日までに納入しなければならない。

４　すでに納入した学費及びその他の費用は返還しない。ただし、入学手続きのために納入し
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た学費その他の費用については、学費取扱規程の定めによる。

５　入学金を除く学費は分納することができる。

第９章　研究生、研究員、科目等履修生及び外国人留学生

第 52条（研究生・研究員）本大学において特定の教員の指導のもとに研究することを志願す
る者は、選考のうえ、研究生として受入れることができる。

２　本大学において特定の専門事項について特定の教員と協力して研究を行うことを志望する

者は、選考のうえ、研究員として受入れることができる。

第 53条（科目等履修生）本大学の学生以外の者で、本大学で開設している１または複数の授
業科目の履修を希望する者は、本大学の教育研究に支障のない範囲内で、選考のうえ、科目

等履修生として科目等の履修を許可することができる。

２　科目等履修生については、別に定める。

第 54条（外国人留学生）外国人で第 34条に定める入学資格がある者は、選考のうえ、外国
人特別学生として入学を許可することができる。

２　外国人で本学における特定の授業科目を聴講することを志願する者は、選考のうえ、外国

人特別聴講生として入学を許可することができる。

３　外国人で本学における特定の教員について研修を志願する者は、選考のうえ、外国人特別

研究生として受入れを許可することができる。

第 55条（社会人特別学生）社会人で第 34条に定める入学資格がある者は、選考のうえ、社
会人特別学生として入学を許可することができる。

２　社会人特別学生は、企業依託学生及び工学部第二部社会人コース学生とする。

３　社会人特別学生についての事項は、別に定める。

第 56条（準用）前３条の規定に抵触しないかぎり、本学則の他の規定は、科目等履修生、外
国人留学生及び社会人特別学生に準用する。

第 10章　改正及び雑則

第 57条（改正）本学則の改正は、各学部教授会の議を経なければならない。
第 58条（施行細則その他）本学則施行についての細則その他必要な事項は別に定める。
　　　　附　　則（省略）

　　　　別表第１～３（省略）
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２　東京電機大学未来科学部規則
第１章　総　　則

第１条（趣旨）この規則は、東京電機大学学則（以下「大学則」という。）第３条第３項に基づき、
未来科学部（以下「本学部」という。）の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的、

学年及び学期、教育課程及び単位、成績及び卒業その他大学則施行上必要な事項を定める。

第２条（人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的）本学部は、21世紀において人
類の知的生産活動にふさわしい生活空間（知的住空間、知的情報空間、知的行動空間）を創

造することに必要な科学技術とそれを実社会に適用する能力を修得させることを目的とす

る。

　すなわち、自ら問題を発見し解決する能力（プロの能力）と、広い視野と時代の方向性を

見通すことのできる心の構え（豊かな教養）を併せ持つ技術者を養成する。

２　本学部の各学科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は、次のとお

りとする。

（１）建築学科は、21世紀において人類の知的住空間を創造することに必要な建築技術とそ

れを実社会に適用する能力を修得させることを目的とする。

　　すなわち、建築学の「建築計画・意匠」「建築構造・情報」「建築環境・設備」分野の専　

門能力と豊かな教養を併せ持つ技術者を養成する。

（２）情報メディア学科は、21世紀において人類の知的情報空間を創造することに必要な情

報メディア技術とそれを実社会に適用する能力を修得させることを目的とする。

　　すなわち、情報メディア学の「デジタルメディア」「情報通信」分野の専門能力と豊かな

教養を併せ持つ技術者を養成する。

（３）ロボット ･メカトロニクス学科は、21世紀において人類の知的行動空間を創造するこ

とに必要なメカトロニクス技術とそれを実社会に適用する能力を修得させることを目的とす

る。

　　すなわち、ロボット・メカトロニクス学の「ロボットデザイン」「メカトロニクス」「情報

駆動システム」分野の専門能力と豊かな教養を併せ持つ技術者を養成する。

第２章　学年及び学期

第３条（学年・学期）学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31日に終る。
２　学年を次の２つの学期に分ける。

　　前学期　４月１日から９月 10日まで

　　後学期　９月 11日から翌年３月 31日まで
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第３章　教育課程及び単位

第４条（授業科目）授業科目の区分は、共通教育科目、専門教育科目及び教職課程に関する科
目とし、別表第１のとおり開講する。

第５条（履修の要件）本学部における履修の要件については、別表第２のとおりとする。
第６条（履修単位の制限）本学部では、各学期に履修できる単位数を 24単位までとする。た
だし、自由科目及び集中講義科目は、履修できる単位数の上限に含まない。

２　所定の単位を優れた成績をもって修得した者については、前項に定める上限を超えて、科

目を履修することができる。履修方法は別に定める。

第７条（教員の免許状授与の所要の資格の取得）本学部において取得できる免許状の種類は大
学則別表第２とし、教職課程に関する科目及び必要な授業科目は別表第３とする。

第４章　成績及び卒業

第８条（成績評価・単位認定）本学部は大学則第 26条に基づき、科目の成績評価を行う。
２　本学部における、成績評価及びGPA（Grade	Point	Average）ポイントは、次の評点

　区分に基づき行う。

評点 成績評価 GPAポイント

90～ 100 S 4

80 ～ 89 A 3

70 ～ 79 B 2

60 ～ 69 C 1

0～ 59 D 0

放棄 － 0

第９条（卒業）本学部は、４年以上在学し、第５条別表第２に規定する履修の要件に従い、建
築学科は合計 128単位、情報メディア学科、ロボット・メカトロニクス学科は合計 124単

位以上を修得した者を卒業と認定する。

２　本学部は、大学則第 31条第２項に定める卒業の基準を別に定める。

第５章　改正

第 10条（改正）この規則の改正は、本学部教授会の議を経なければならない。
　　　　附　則（省略）

　　　　別表１（省略）
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別表第２		未来科学部の履修の要件

　未来科学部においては、次により建築学科については 128 単位以上、情報メディア学科、

ロボット・メカトロニクス学科については 124単位以上を履修し、修得しなければならない。

区　　分

単　位　数

建築学科
情報メディア学科

ロボット・メカトロニクス学科

共通教育科目

人間科学科目
スキル・キャリア
コミュニケーション
スポーツ・健康
人間理解
社会理解
異文化理解
技術者教養

１６単位
(「技術者教養」科目２単位を含む )

英語科目 ６単位

専門教育科目
基礎共通科目
専門科目
学部キャリア科目

９６単位 ８８単位

任意に選択し、修得した科目 １０単位 １４単位

合　　計 １２８単位 １２４単位

備考　専門教育科目については、各学科において定めている必修科目の単位の全部を履修し、

修得しなければならない。

　　　建築学科においては、特別研究、特別設計の両方又はいずれかを履修し、修得しなけれ

ばならない。

別表３（省略）
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３　試験に関する細則

第１条（目的）本細則は、大学及び大学院の学則に定める試験について、その細部のことを定
める。

第２条（試験の種類）試験は学期末試験、中間試験、追試験とする。
２　学期末試験は授業科目を履修する全学生を対象として、各学期末又は学年末に履修終了の

認定のために行う試験をいう。

３　中間試験は授業科目を履修する全学生を対象として、学期の中間に随時行う試験をいう。

４　追試験は急病等真にやむを得ない事情により、学期末試験又は中間試験を受けることので

きなかった学生を対象として、当該授業科目を担当する教員が必要と認めたときに随時行う

試験をいう。

５　第１項に定めるほか再試験を加えることができる。

第３条（再試験）再試験は前条第 2項に定める試験の成績不良のため履修終了が認定されな
い学生を対象として、当該科目を担当した教員が特に必要と認めたとき行う試験をいい、そ

の成績をもって履修終了の認定にあてることができる。

第４条（受験資格）学期末試験又は中間試験を受験するには、定められた期間に当該科目に対
し履修登録を行い、かつ、その授業に常時出席していなければならない。

２　第２条第 1項に定める試験を受験するには、前項のほか、その期までの学費を納入して

いなければならない。

３　追試験は学期末試験の受験資格をみたし、かつ、学部事務部が指定する期間内に所定の手

続きをした学生につき考慮するものとする。なお、中間試験における追試験については科目

担当者の指示によるものとする。

第５条（追・再試験の手続き）追試験の受験を希望する者は、学部事務部の指定する期間内に
所定の受験料を添えて追試験願を学部事務部に提出し、受験票の交付を原則受けなければな

らない。

２　特に指定して行われる再試験においては、前項に定める手続きをしなければならない。

第６条（学生証、受験票の提示）学期末試験の受験者は定刻までに試験室に入り、つねに学生
証を机の上に置かなければならない。

２　追試験又は再試験の受験者は、前項によるほか、受験票を机の上に置かなければならない。

第７条（遅刻及び退室）受験者の遅刻は、試験開始後 30分以内は認める。ただし、試験時間
は延長しない。

２　受験者の退室は、試験開始後 40分を経過してから試験終了 10分前まで許可する。

３　前２項については、当該学部の教授会または研究科委員会の議を経て、取扱いを変更する

ことができる。

第８条（試験監督者）試験監督者は、当該試験実施について一切の権限を有する。
２　試験監督者は、前項の権限に基づいて処置した事項について、試験終了後直ちに学部長（又

はその代行者）に報告しなければならない。

３　試験監督者については、前 2項に定めるもののほか、試験監督規程として別に定める。
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第９条（不正行為）試験監督者は、試験中に不正行為を行った学生があるときには、その答案
を取上げた上退室を命ずるものとする。

２　試験監督者は、試験中に受験態度不良若しくは試験監督者の注意に違反した学生があると

きには、その答案を取上げた上退室を命ずることができる。

３　前 2項の場合には、試験監督者はその試験終了後、直ちに学部長（又はその代行者）に

事情を報告するものとする。

第10条（不正行為に対する処置）前条の場合には、学部長は教授会の議を経て、当該学生に対
し次の各号のうち、いずれかの処置を行い、これを公示し、かつ、その学生の保証人に通知

するものとする。

⑴　当該試験の属する学期末試験の一部又は全部を無効とする。

⑵　当該試験を無効とする。

付　　則（抜粋）

　　本細則第8条第2項、第9条第3項及び第10条の学部長は、大学院研究科においては研

究科委員長と読み替えるものとする。
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４　学生アドバイザーに関する規程

第1条（目的）この規程は、東京電機大学（以下「本学」という）の学生（学部）が有意義
な大学生活を送るため、本学教員が、学生の在学期間中において、修学、就職指導、課外活

動その他学生生活全般に関して、指導又は助言等を行う学生アドバイザーについて必要な事

項を定める。

第 2条（責務）学生アドバイザーは、学生に対し、次に関する事項について指導又は助言等
を行う。

　（1）　修学に関する事項

　（2）　キャリア教育、進路、就職に関する事項

　（3）　学生生活に関する事項

　（4）　奨学金に関する事項

　（5）　学生の諸手続きに関する事項

　（6）　その他学生生活全般に関する事項

2　学生アドバイザーは、第 1項に定める指導または助言等を円滑に行うため、週 1時間のオ

フィスアワーを設け、自ら選定した場所に在室するものとする。

3　前項のオフィスアワー及び在室場所については、予め当該学部の学生に周知するものとす

る。

第 3条 ( 委嘱 )学部長は、原則として、任期付教員及び特別専任教授を除く専任教員のうち、
学科、学系から推薦された教員を学生アドバイザーとして委嘱する。

2　学部長は、委嘱した学生アドバイザーを当該学部教授会に報告する。

第 4条（任期）学生アドバイザーの任期は、各学部において決定する。
第 5条　略
第 6条（報告）学生アドバイザーは、担当する学生と面談した結果、相談された事案に対処
できないと判断した場合、学生が所属する学科長又は学系長にその内容を報告するものとす

る。

2　第 1項の報告を受けた学科長又は学系長は適切な対応を図るとともに、必要に応じて当該

学部長並びに学生支援センター長に報告するものとする。

3　学部長並びに学生支援センター長は、第 2項において報告を受けた事項について、必要な

措置を講ずるものとする。

4　本条に関係する者は、知り得た情報をみだりに他に漏らしてはならない。

第 7条（その他）この規程に定めるもののほか、学生アドバイザーに関し必要な事項は、各学部、
学生支援センターおよび関係部署と協議のうえ決定する。

第8条（規程の改廃）この規程の改廃は、学生支援センター運営委員会及び学部長会の議を経て、
各学部教授会の承認を経なければならない。

付　　則（省略）
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